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表紙の写真：九州瀬戸内高校駅伝でさわやかな汗

Kunisaki City Parliament Report

　「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
ー
」Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」が
終
わ
り
ま
し
た
。軽
快
な
音
楽
で
始
ま
る
元

気
が
わ
い
て
く
る
番
組
で
し
た
ね
。日
本
中
あ
ま

ち
ゃ
ん
ロ
ス
症
候
群
が
多
い
そ
う
で
す
。「
や
ら
れ

た
ら
、や
り
返
す
。倍
返
し
だ
！
」Ｔ
Ｂ
Ｓ
日
曜
劇

場「
半
沢
直
樹
」も
終
わ
り
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
以
外

は
あ
ま
り
興
味
の
な
い
小
生
も
、ち
ま
た
で
話
題

沸
騰
な
の
で
、第
５
話
か
ら
見
始
め
ハ
マ
っ
て
い
た

の
に
・・
。あ
と
残
す
の
は「
八
重
の
桜
」の
み
。歴
史

は
勝
者
に
作
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
が
、敗
者
の
会

津
魂
は
今
の
日
本
人
に
誇
り
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、な
ん

と
い
っ
て
も
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
で
す
ね
。前
回
は
小
生
４
歳
だ
っ
た
の
で
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。国
東
市
の
子
供
た
ち
が
出
場
す

る
の
も
夢
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
７
年
先
を

楽
し
み
に
。
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男
子
大
会
は
実
質
初
と
な
る
九
州
瀬
戸
内
高

等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
９
月
29
日
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。昨
年
、台
風
の
影
響
に
よ
り
や
む
な

く
中
止
し
た
大
会
を
除
く
と
女
子
は
13
回
目
の

開
催
で
、参
加
校
は
九
州
、瀬
戸
内
地
域
と
東
北

３
県
の
招
待
チ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
、男
子
23
チ
ー

ム
、女
子
30
チ
ー
ム
。色
鮮
や
か
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム

が
国
東
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
沿
道
の
多
く
の
応
援
、た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
伝
統
あ
る

大
会
。男
子
は
大
牟
田
高
校
、女
子
は
神
村
学
園

が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
が
、選
手
一
人
ひ
と
り
が

国
東
で
の
思
い
出
を
胸
に
、今
後
も
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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平成２４年度決算を認定！
平成２５年第３回定例会〔９月定例会〕
決算特別委員会を設置、主な議案、議案質疑など

９人が市政を問う【一般質問】
文教厚生委 視察レポート
文教厚生委・産業建設委　市内視察

議会運営委員会
平成25年第３回臨時会
全員協議会
議会改革特別委員会
　
文教厚生常任委員会
議会運営委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
全国民間空港所在都市議会協議会実行運動（東京都）
文教厚生常任委員会行政視察（北海道）
議会運営委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
平成25年第３回定例会
　
議会運営委員会
議会広報編集特別委員会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会
全員協議会
議会改革特別委員会
決算特別委員会
文教厚生常任委員会
議会運営委員会
文教厚生常任委員会
人権学習会
議長杯　ゲートボール大会
　
議会改革特別委員会
三重県桑名市議会会派行政視察来庁
議会報告会（国見・武蔵）
大分県市議会議長会副議長研修会（佐伯市）
議会報告会（国東・安岐）
議会広報編集特別委員会
議会改革特別委員会行政視察（福島県）
九州市議会議長会理事会（沖縄県）
静岡県御殿場市議会会派行政視察来庁
議会運営委員会行政視察（三重県）
大分県市議会議長会議員研修会（大分市）
埼玉県東松山市議会会派行政視察来庁
全国民間空港所在都市議会協議会臨時総会（愛知県）

24日
31日

　
　８日
23日

　　　　　　
　　　27日～28日

27日～29日
　　　30日
　　　　　　
30日（～９月27日）

　
　６日

12日
　　　　　　　　　

13日
　　　　　　　　　　　　

　　　19日
　　　24日

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

24日～25日
　　　25日
　　　27日

　　　　　　　　　　　　
　　　
30日
　

　７日
９日

　　　　　　　　　　　　
10日

　　　11日
　　　15日
22日～23日
　　　23日

　　　28日～29日
　　　28日
　　　29日
30日～31日

次回定例会の
開催予定は 12月上旬です
傍聴を希望される方は、議会事務局までご連絡
ください。当日の受け付けも行っています。

　年末年始にかけてお歳暮や年賀状を出
す機会が多い季節ですが、議員が答礼とし
て直筆で出すこと以外は公職選挙法で禁止
されています。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

お歳暮 年賀状

国東市議会の
虚礼廃止にご協力を

大分空港で東北の選手を出迎える武蔵中の生徒
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会
期
は
８
月
30
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
29
日
間
で
、初
日
に
条
例
制
定

案
を
提
案
。ま
た
、市
一
般
職
員
と
市
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
案

２
件
は
そ
の
日
に
原
案
可
決
し
ま
し
た
。９
月
６
日
に
現
年
度
予
算
補
正
案

や
条
例
改
正
案
な
ど
議
案
18
件
、決
算
13
件
が
、
27
日
に
報
告
案
件
が
追
加

提
案
さ
れ
、審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、可
決
、認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正
２
件
と
意
見
書
３
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
18
日
、19
日
に
行
わ
れ
、９
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

9月定例会のあらまし

9月定例会9月定例会

平成24年度の決算額を認定

平成24年度 一般会計の決算状況

〈一般会計歳出決算額〉

〈特別会計歳出決算額〉

188億   874万3千円

102億6,768万1千円

歳入合計 191億4,639万4千円

歳出合計 188億874万3千円

歳　入

差　引

191億4,639万4千円

歳　出

188億874万3千円

3億3,765万1千円

平成24年度の歳出の公債費には、比較的高金利の
借金を繰上償還した額（2億978万3千円）が含まれ
ています。歳入歳出差引の3億3,765万1千円には、
4,580万9千円の繰越明許費繰越額を含みますの
で、実質的な繰越は2億9,184万2千円となります。算出に用いた人口は、31,348名（平成25年3月31日現在の住民基本台帳人口）

国東市民1人当たりでみてみると…平成24年度決算

◆ 市民1人当たりが負担した税 9万5,068円

◆ 市民1人当たりに使われたお金（一般会計） 59万9,994円

議会費
6,712円
市議会の運営に要する経費

総務費
75,702円
市の全般的な管理経費や地域振興な
どの各種イベントや選挙などの経費

民生費
166,878円
高齢者、障がい者、児童福祉など住
民福祉の増進にかかる経費

衛生費
43,981円
健康診断や予防接種などの保健衛
生関係、ゴミ処理などの環境衛生関
係の経費

農林
水産業費
30,791円
農業振興などに要する経費

商工費・
労働費
9,008円
商工業や観光振興などに要する経費

土木費
52,255円
道路や河川の維持管理・改良、区画
整理や都市計画に要する経費

消防費
24,024円
住民生命や財産を守るための救急
活動や消防のための経費

教育費
42,498円
学校教育、生涯学習、スポーツ、文化
財保護などの関係経費や図書館運
営に要する経費

災害復旧費
1,394円
台風・大雨などにより被害を受けた
道路や農林水産業施設などの復旧
のための経費

公債費
109,357円

地方自治体が借り入れた地方債の
返済に要する経費

諸支出金
37,394円

基金への積立金や土地の購入費な
どに関する経費

固定資産税
50,831円

市たばこ税
5,766円

その他
20円

軽自動車税
2,729円

歳入合計
191億4,639万4千円

歳出合計
188億874万3千円

その他（5.1％）
9億7,913万5千市債（9.0％）

17億2,267万4千

繰越金（2.3％）
4億3,875万

繰入金（0.3％）
5,285万9千
財産収入（0.5％）
8,743万7千

県支出金（6.8％）
12億9,848万6千

国庫支出金（7.7％）
14億8,324万8千

分担金・負担金（1.1％）
2億1,765万8千

地方交付税（50.1％）
95億9,095万8千

地方特例交付金
（0.0％）
739万7千

地方譲与税（1.5％）
2億8,751万6千

市税（15.6％）
29億8,027万6千

諸支出金（6.4％）
11億7,223万8千

公債費（18.2％）
34億2,813万9千

災害復旧費（0.2％）
4,371万6千

教育費（7.1％）
13億3,223万6千

消防費（4.0％）
7億5,312万2千

土木費（8.7％）
16億3,809万9千

商工費（1.2％）
2億2,386万9千 農林水産業費（5.1％）

9億6,525万8千
労働費（0.3％）
5,851万5千

衛生費（7.3％）
13億7,872万1千

民生費（27.8％）
52億3,131万1千

総務費（12.6％）
23億7,310万9千

議会費（1.1％）
2億1，041万

単位：円

単位：円

市民税（個人・法人）
35,722円
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5 国東市議会だより 32号 4国東市議会だより 32号

9月定例会決算特別委員会

平成24年度 特別会計の決算状況

平成24年度 公営企業関係の決算状況

住宅新築資金等貸付事業

国東市立国東自動車学校

国民健康保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

簡易水道事業

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽設置事業

特別会計合計

区　　　分

（単位：千円）

1,067

7,551

70,608

49,885

15,084

173

29,615

12,017

15,045

762

1

201,808

6,094

58,178

4,380,985

3,590,909

317,644

435,909

549,526

274,551

609,601

41,988

2,296

10,267,681

7,161

65,729

4,451,593

3,640,794

332,728

436,082

579,141

286,568

624,646

42,750

2,297

10,469,489

① － ②② 歳出額① 歳入額

歳入歳出差引決　算　額

区　　　分

（単位：千円）

工業用水道事業

市民病院事業

収益的

資本的

収益的

資本的

5,176

△ 630

（※1）△1,660,490

△ 80,272

24,075

630

5,012,014

829,023

29,251

0

3,351,524

748,751

① － ②② 支出額① 収入額

収支差引決　算　額

（※1） △１６億６，０４９万円には、病院改築に伴い減価償却の終わっていない建物の解体により発生した特別損失１４億
　　　９，４４５万６千円および建物解体により処分した医療機器の資産減耗費８，２９７万５千円、建物工事に伴う消費
　　　税３，０７４万７千円が含まれており、これら通常では発生しない費用を除いた収支は△５，２３１万２千円となります。

　
市
有
地
管
理
委
託
料
が
約
１
７
０
万
円

も
増
加
し
た
理
由
は
。

　
平
成
24
年
３
月
末
で
廃
校
、
廃
園
に
な
っ

た
来
浦
小
、
大
恩
小
、
豊
崎
小
、
豊
崎
幼
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
や
樹
木
の
伐
採
な
ど

の
管
理
委
託
料
が
増
加
し
ま
し
た
。
大
き
い

も
の
と
し
て
、
豊
崎
小
の
樹
木
の
伐
採
が
約

64
万
円
で
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

ー 

９
月
24
日
・
25
日 

ー

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
分
担
金
・
加

入
者
負
担
金
・
使
用
料
が
前
年
度
比
で
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
原
因
は
。

　
加
入
者
分
担
金
は
新
規
加
入
者
が
減
っ
た
こ

と
、
加
入
者
負
担
金
は
新
築
や
改
築
に
伴
う
保

安
器
や
O
N
U
の
撤
去
や
移
動
の
工
事
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
使
用
料
は
大
分
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
コ
ム
㈱
か
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
チ
ャ
ン
ネ
ル

使
用
料
収
入
の
終
了
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に

よ
る
）、
高
齢
者
の
方
が
亡
く
な
っ
た
り
、
施

設
に
入
所
す
る
な
ど
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
休
止
す
る
方
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

一
般
会
計

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
人
数
、

保
育
時
間
、
保
育
体
制
は
。

　
平
成
24
年
度
は
２
月
に
４
日
間
で
４
人
、

３
月
に
５
日
間
で
６
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

保
育
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８

時
か
ら
午
後
６
時
（
祝
日
や
盆
、
年
末
年
始

を
除
く
）、
保
育
体
制
は
保
育
士
１
人
と
看

護
師
１
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
が
増
加
し
て
い

る
が
。

　
対
象
世
帯
や
世
帯
人
員
は
前
年
度
比
で

減
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
の
延
べ
人
数
が
、

42
世
帯
、
44
人
増
加
し
た
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。
医
療
扶
助
が
多
い
の
で
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
定
期
訪
問
時
に
健
康
状
態
の

把
握
に
努
め
、
将
来
的
に
訪
問
の
際
の
保
健

師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、議
長
と
議
会
選
出
の
監

査
委
員
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会（
堀
田
一
則
委

員
長
）を
設
置
し
、審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算
13
件
に
つ
い
て
審
議
し
、原
案

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

平成24年３月末で廃校になった豊崎小学校
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小
学
校
の
校
舎
清
掃
委
託
料
が
前
年
度

よ
り
１
６
０
万
円
ほ
ど
増
え
た
理
由
と
内

容
は
。

　
校
舎
委
託
料
は
年
度
ご
と
に
計
画
を
立
て

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
市
内
５

つ
の
小
学
校
の
校
長
室
や
特
別
教
室
の
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
清
掃
を
行
い
、
平
成
24
年
度
は
引
き

続
き
５
校
の
床
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
加
え
て
、
ト
イ

レ
の
詰
ま
り
を
予
防
す
る
目
的
で
４
年
に
１
度

の
ト
イ
レ
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
産
品
品
評
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
と
販

路
開
拓
支
援
委
託
料
の
内
容
と
効
果
は
。

　
産
品
品
評
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
で
は
、

地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
３
年
間
で
５

人
を
雇
用
創
出
す
る
プ
ラ
ン
を
条
件
に
国
東

市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
、
首
都
圏
企
業
経
営
者
６
人
の
審
査
員
に

よ
り
、
実
現
性
の
高
い
上
位
５
プ
ラ
ン
を
選

定
し
ま
し
た
。
販
路
開
拓
支
援
委
託
料
は
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
選
定
さ
れ
た

５
社
の
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
市
場
調
査
や
販

路
開
拓
な
ど
の
支
援
で
す
。

　
３
カ
年
計
画
の
初
年
度
で
効
果
を
判
断
す

る
の
は
困
難
で
す
の
で
、
３
年
間
の
ス
パ
ン

で
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
業
特
別
会
計

　
院
内
保
育
所
の
実
績
と
成
果
、課
題
は
。

　
平
成
25
年
２
月
は
利
用
児
童
４
人
で
延
べ

利
用
児
童
21
人
、
３
月
は
利
用
児
童
３
人
で

延
べ
利
用
児
童
42
人
で
す
。
子
育
て
し
な
が

ら
働
き
続
け
た
い
と
い
う
市
民
病
院
職
員
の

希
望
で
作
っ
た
院
内
保
育
所
で
す
の
で
、
産

休
、
育
休
明
け
の
職
場
復
帰
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
活
用
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

特
別
会
計

ビジネスプランコンテストの受賞者

　
本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
今
回

付
託
を
受
け
ま
し
た
、
認
定
第
１
号
「
平

成
24
年
度
国
東
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
か
ら
認
定
第
13
号

「
平
成
24
年
度
国
東
市
民
病
院
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

ま
で
の
認
定
議
案
13
件
で
す
。

　
委
員
会
は
、
９
月
24
、
25
日
の
２
日
間

開
催
し
、
執
行
部
か
ら
副
市
長
以
下
関
係

職
員
の
出
席
を
求
め
、
各
会
計
の
歳
入
・

財
産
の
関
す
る
調
書
・
定
額
資
金
運
用
基

金
の
運
用
状
況
調
書
な
ら
び
に
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
順
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
な
経
過
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
。

　
次
に
、
採
決
に
あ
た
り
、
討
論
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
13
件
と
も
討
論
は
な
く
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

委
員
長
　
堀
田

　一
則

●

●

●

●

●

保育士等処遇改善臨時特例事業
次世代を担う園芸産地整備事業（小ネギハウス）
世界農業遺産認定記念プレミアム商品券事業
確かな学力の育成に係る実践的調査研究事業
農業用施設災害復旧費
など

１，039 万円
1，335 万円
527 万円
89 万円
267 万円

一般会計補正予算
9,363万5千円を追加

補正後予算総額は  186億2,556万7千円

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

住宅新築資金等貸付事業
国東市立国東自動車学校
国民健康保険事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療事業
簡易水道事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
工業用水道事業（収益的）

69 万円
255 万円
2,103 万円
4,296 万円
△ 666 万円
△ 156 万円
1,941 万円
604 万円
1,097 万円
77 万円

△ 528 万円

特別会計補正予算

補
正
予
算・条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
質
疑
は
９
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結

武
蔵
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

移
動
脱
水
車
購
入
に
伴
う
契
約

◆
契
約
の
金
額 

　
１
億
２
，２
７
４
万
５
千
円

◆
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社 

石
垣 

九
州
支
店

臨
時
会

臨
時
会

第
3
回

第
3
回

平
成
25
年

７
月
31
日
開
催

《 補正予算の主な事業 》

主
な
議
案

※いずれの金額とも１万円未満は四捨五入

主な議案
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小
学
校
の
校
舎
清
掃
委
託
料
が
前
年
度

よ
り
１
６
０
万
円
ほ
ど
増
え
た
理
由
と
内

容
は
。

　
校
舎
委
託
料
は
年
度
ご
と
に
計
画
を
立
て

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
市
内
５

つ
の
小
学
校
の
校
長
室
や
特
別
教
室
の
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
清
掃
を
行
い
、
平
成
24
年
度
は
引
き

続
き
５
校
の
床
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
加
え
て
、
ト
イ

レ
の
詰
ま
り
を
予
防
す
る
目
的
で
４
年
に
１
度

の
ト
イ
レ
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
産
品
品
評
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
と
販

路
開
拓
支
援
委
託
料
の
内
容
と
効
果
は
。

　
産
品
品
評
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
で
は
、

地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
３
年
間
で
５

人
を
雇
用
創
出
す
る
プ
ラ
ン
を
条
件
に
国
東

市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
、
首
都
圏
企
業
経
営
者
６
人
の
審
査
員
に

よ
り
、
実
現
性
の
高
い
上
位
５
プ
ラ
ン
を
選

定
し
ま
し
た
。
販
路
開
拓
支
援
委
託
料
は
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
選
定
さ
れ
た

５
社
の
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
市
場
調
査
や
販

路
開
拓
な
ど
の
支
援
で
す
。

　
３
カ
年
計
画
の
初
年
度
で
効
果
を
判
断
す

る
の
は
困
難
で
す
の
で
、
３
年
間
の
ス
パ
ン

で
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
業
特
別
会
計

　
院
内
保
育
所
の
実
績
と
成
果
、課
題
は
。

　
平
成
25
年
２
月
は
利
用
児
童
４
人
で
延
べ

利
用
児
童
21
人
、
３
月
は
利
用
児
童
３
人
で

延
べ
利
用
児
童
42
人
で
す
。
子
育
て
し
な
が

ら
働
き
続
け
た
い
と
い
う
市
民
病
院
職
員
の

希
望
で
作
っ
た
院
内
保
育
所
で
す
の
で
、
産

休
、
育
休
明
け
の
職
場
復
帰
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
活
用
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

特
別
会
計

ビジネスプランコンテストの受賞者

　
本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
今
回

付
託
を
受
け
ま
し
た
、
認
定
第
１
号
「
平

成
24
年
度
国
東
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
か
ら
認
定
第
13
号

「
平
成
24
年
度
国
東
市
民
病
院
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

ま
で
の
認
定
議
案
13
件
で
す
。

　
委
員
会
は
、
９
月
24
、
25
日
の
２
日
間

開
催
し
、
執
行
部
か
ら
副
市
長
以
下
関
係

職
員
の
出
席
を
求
め
、
各
会
計
の
歳
入
・

財
産
の
関
す
る
調
書
・
定
額
資
金
運
用
基

金
の
運
用
状
況
調
書
な
ら
び
に
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
順
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
な
経
過
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
。

　
次
に
、
採
決
に
あ
た
り
、
討
論
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
13
件
と
も
討
論
は
な
く
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

委
員
長
　
堀
田

　一
則

●

●

●

●

●

保育士等処遇改善臨時特例事業
次世代を担う園芸産地整備事業（小ネギハウス）
世界農業遺産認定記念プレミアム商品券事業
確かな学力の育成に係る実践的調査研究事業
農業用施設災害復旧費
など

１，039 万円
1，335 万円
527 万円
89 万円
267 万円

一般会計補正予算
9,363万5千円を追加

補正後予算総額は  186億2,556万7千円

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

住宅新築資金等貸付事業
国東市立国東自動車学校
国民健康保険事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療事業
簡易水道事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
工業用水道事業（収益的）

69 万円
255 万円
2,103 万円
4,296 万円
△ 666 万円
△ 156 万円
1,941 万円
604 万円
1,097 万円
77 万円

△ 528 万円

特別会計補正予算

補
正
予
算・条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
質
疑
は
９
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結

武
蔵
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

移
動
脱
水
車
購
入
に
伴
う
契
約

◆
契
約
の
金
額 

　
１
億
２
，２
７
４
万
５
千
円

◆
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社 

石
垣 

九
州
支
店

臨
時
会

臨
時
会

第
3
回

第
3
回

平
成
25
年

７
月
31
日
開
催

《 補正予算の主な事業 》

主
な
議
案

※いずれの金額とも１万円未満は四捨五入

主な議案
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議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
員
発
議

議
員
発
議

条
　
例

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
制
定

　
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
適
正
に
管
理
、

運
用
す
る
た
め
に
「
国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
調
査

審
議
を
目
的
に
国
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
す
る
た
め
、
市
附
属
機
関
設
置
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
と
字
の
区
域
変
更

　
国
東
港
海
岸
富
来
地
区
高
潮
対
策
事
業
に
よ
る

公
有
水
面
の
埋
め
立
て
に
伴
い
、
新
た
に
土
地
が

生
じ
、
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
の
締
結

　
消
防
本
部
に
お
い
て
、
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
契
約
（
契
約
金

額
：
２
、
４
５
７
万
円
・
相
手
方
：
新
日
本
消
防
設

備
株
式
会
社
）
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

※
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の

事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比

較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
し
た
も
の
。

　各
特
別
会
計
と
も
資
金
不
足
比
率
※

は

な
い
と
し
て
い
る
が
、
歳
入
の
一
般
会
計

繰
入
金
、
歳
出
の
公
債
費
を
除
い
た
場
合

は
ど
う
か
。

　
そ
の
よ
う
に
計
算
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
場
合
、
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
経

営
状
況
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
国
東
市
で
は
、
す
べ
て
の
企
業
会
計
で

資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率
の
報
告

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
　

制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

　使
途
を
も
っ
と
具
体
的
に
示
す
べ
き
で

は
。

　
条
例
で
は
使
途
を
「
規
則
に
定
め
る
」
と

し
、規
則
で
は
寄
附
金
を
あ
て
る
事
業
を
「
人

づ
く
り
」「
も
の
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
区
分
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寄
附
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

寄
附
者
に
意
向
を
聞
き
取
り
ま
す
。

　保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
費

補
助
金
の
具
体
的
内
容
は
。

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
に
取
り
組
む
保
育
所
へ
資
金
の
交
付
を

行
い
、
保
育
士
の
確
保
を
進
め
ま
す
。
市
内

の
私
立
保
育
園（
認
可
保
育
園
）が
対
象
で
す
。

　輝
き
続
け
る
国
東
高
校
・
双
国
校
を
創

る
負
担
金
の
増
額
根
拠
は
。

　
こ
の
た
び
普
通
科
の
学
力
支
援
対
策
に
つ

い
て
協
議
が
整
い
、
難
関
大
学
志
望
者
育
成

と
し
て
１
、
２
年
生
を
対
象
に
行
う
学
校
向

け
通
信
添
削
講
座
事
業
、
大
手
予
備
校
の
講

師
を
招
き
、
国
東
高
校
の
教
科
担
当
の
指
導

力
・
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
事
業
に
増
額
補

正
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
員
が
提
出
し
た
意
見
書

３
件
を
可
決

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
地
方
交
付
税
の
増
額
や
地
方
税
源
の
充
実
確

保
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
求
め
る
も

の
で
す
。

「
山
の
日
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
、「
海
の
日
」

と
対
を
な
し
て
「
山
の
日
」
を
制
定
す
る
よ
う
衆

参
両
議
院
長
と
内
閣
総
理
大
臣
に
求
め
る
も
の
で

す
。

「
森
林
吸
収
税
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
」
の
た
め
の
意

見
書

　
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
に
よ
る
税
収
の
一

定
割
合
を
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み

の
構
築
を
、
衆
参
両
議
院
議
長
や
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
求
め
る
も
の
で
す
。

議
員
報
酬
を
削
減

　
地
方
交
付
税
の
減
額
措
置
に
伴
い
、

議
員
の
報
酬
月
額
を
減
額
し
ま
す
。

期

　間
：
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
31
日

減
額
率
：
４
％

市
長
の
専
決
処
分
事
項
に
関
す

る
条
例
改
正

　
市
長
が
専
決
処
分
で
き
る
事
項
の
「
上
下
水
道

及
び
市
営
住
宅
管
理
上
必
要
な
訴
え
の
提
起
に
関

す
る
こ
と
」
に
「
和
解
及
び
調
停
に
関
す
る
こ
と
」

を
加
え
、
私
債
権
の
法
的
手
続
き
を
効
果
的
に
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

主な議案議案質疑

1、2年生を対象に通信添削講座が始まる国東高校
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議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
員
発
議

議
員
発
議

条
　
例

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
制
定

　
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
適
正
に
管
理
、

運
用
す
る
た
め
に
「
国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
調
査

審
議
を
目
的
に
国
東
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
す
る
た
め
、
市
附
属
機
関
設
置
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
と
字
の
区
域
変
更

　
国
東
港
海
岸
富
来
地
区
高
潮
対
策
事
業
に
よ
る

公
有
水
面
の
埋
め
立
て
に
伴
い
、
新
た
に
土
地
が

生
じ
、
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
の
締
結

　
消
防
本
部
に
お
い
て
、
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
契
約
（
契
約
金

額
：
２
、
４
５
７
万
円
・
相
手
方
：
新
日
本
消
防
設

備
株
式
会
社
）
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

※
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の

事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比

較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
し
た
も
の
。

　各
特
別
会
計
と
も
資
金
不
足
比
率
※

は

な
い
と
し
て
い
る
が
、
歳
入
の
一
般
会
計

繰
入
金
、
歳
出
の
公
債
費
を
除
い
た
場
合

は
ど
う
か
。

　
そ
の
よ
う
に
計
算
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
場
合
、
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
経

営
状
況
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
国
東
市
で
は
、
す
べ
て
の
企
業
会
計
で

資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率
の
報
告

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
　

制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

　使
途
を
も
っ
と
具
体
的
に
示
す
べ
き
で

は
。

　
条
例
で
は
使
途
を
「
規
則
に
定
め
る
」
と

し
、規
則
で
は
寄
附
金
を
あ
て
る
事
業
を
「
人

づ
く
り
」「
も
の
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
区
分
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寄
附
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

寄
附
者
に
意
向
を
聞
き
取
り
ま
す
。

　保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
費

補
助
金
の
具
体
的
内
容
は
。

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
に
取
り
組
む
保
育
所
へ
資
金
の
交
付
を

行
い
、
保
育
士
の
確
保
を
進
め
ま
す
。
市
内

の
私
立
保
育
園（
認
可
保
育
園
）が
対
象
で
す
。

　輝
き
続
け
る
国
東
高
校
・
双
国
校
を
創

る
負
担
金
の
増
額
根
拠
は
。

　
こ
の
た
び
普
通
科
の
学
力
支
援
対
策
に
つ

い
て
協
議
が
整
い
、
難
関
大
学
志
望
者
育
成

と
し
て
１
、
２
年
生
を
対
象
に
行
う
学
校
向

け
通
信
添
削
講
座
事
業
、
大
手
予
備
校
の
講

師
を
招
き
、
国
東
高
校
の
教
科
担
当
の
指
導

力
・
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
事
業
に
増
額
補

正
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
員
が
提
出
し
た
意
見
書

３
件
を
可
決

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
地
方
交
付
税
の
増
額
や
地
方
税
源
の
充
実
確

保
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
求
め
る
も

の
で
す
。

「
山
の
日
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
、「
海
の
日
」

と
対
を
な
し
て
「
山
の
日
」
を
制
定
す
る
よ
う
衆

参
両
議
院
長
と
内
閣
総
理
大
臣
に
求
め
る
も
の
で

す
。

「
森
林
吸
収
税
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
」
の
た
め
の
意

見
書

　
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
に
よ
る
税
収
の
一

定
割
合
を
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み

の
構
築
を
、
衆
参
両
議
院
議
長
や
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
求
め
る
も
の
で
す
。

議
員
報
酬
を
削
減

　
地
方
交
付
税
の
減
額
措
置
に
伴
い
、

議
員
の
報
酬
月
額
を
減
額
し
ま
す
。

期

　間
：
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
31
日

減
額
率
：
４
％

市
長
の
専
決
処
分
事
項
に
関
す

る
条
例
改
正

　
市
長
が
専
決
処
分
で
き
る
事
項
の
「
上
下
水
道

及
び
市
営
住
宅
管
理
上
必
要
な
訴
え
の
提
起
に
関

す
る
こ
と
」
に
「
和
解
及
び
調
停
に
関
す
る
こ
と
」

を
加
え
、
私
債
権
の
法
的
手
続
き
を
効
果
的
に
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

主な議案議案質疑

1、2年生を対象に通信添削講座が始まる国東高校



一 /般 /質 /問

議
員

　
平
成
23
年
６
月
27
日
に
制
定
し
た
国

東
市
防
災
計
画
は
６
１
２
ペ
ー
ジ
に
お

よ
び
膨
大
す
ぎ
る
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
作
成
し
て
は
。

総
務
課
長

　
地
域
防
災
計
画
は
地
震
津
波
対
策
編
、
風

水
害
対
策
編
、
資
料
編
か
ら
編
成
さ
れ
、
広

範
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
防
災
活
動
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
庁
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
周
知
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
防
災
訓
練
の
実
施
後
、
各
地
区
の
避

難
場
所
が
適
正
で
あ
る
か
の
検
討
会
は

な
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長

　
毎
年
４
月
に
は
各
区
長
さ
ん
方
に
避
難
場

所
の
安
全
性
な
ど
の
再
確
認
、
最
善
の
避
難

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
早
い
時
期
に
地
区
の
人
か

ら
の
意
見
、
要
望
を
聞
い
て
調
査
、
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
深
江
地
区
の
第
１
次
避
難
場
所
が
４
、

５
km
離
れ
て
い
る
富
来
地
区
公
民
館
で
あ

る
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

　
現
在
の
場
所
が
適
正
で
あ
る
か
な
ど
地
域

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
避
難
場
所
に
お
け
る
断
水
、
停
電
対

策
な
ど
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　
現
在
は
梅
園
の
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
あ
さ
ぎ
り
の
里
、
安
岐
総
合
支
所
に

自
家
発
電
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
く
に
み

苑
や
武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
照
明
程

度
の
発
電
設
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
広
域
に

わ
た
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
場
合

は
対
応
は
困
難
で
す
。

議
員

　
避
難
場
所
で
年
度
ご
と
に
モ
デ
ル
地

区
を
指
定
し
て
防
災
活
動
の
活
性
化
を

支
援
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
各
行
政
区
に
防
災
士
を
育
成
し
研
修
会
を

行
っ
た
り
、
大
分
県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
防
災
用
品
を
保
管
し
て
お
く
防
災
倉

庫
を
消
防
本
部
の
敷
地
内
に
建
設
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
非
常
用
備
蓄
品
の
保
管
に
つ
い
て
は
毛
布

は
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
、
食
料
品
や
飲
料

水
に
つ
い
て
は
武
蔵
総
合
支
所
の
旧
電
算
室

に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
災
害
対
策
本
部
の
場

所
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
は
ほ
か
の
市
町
村
と
の
間
に

災
害
相
互
応
援
協
定
な
ど
を
結
ん
で
い

る
の
か
。

総
務
課
長

　
電
力
に
関
す
る
協
定
は
九
州
電
力
、
救
援

物
資
の
提
供
は
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、

飲
料
水
は
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
、
ほ
か
国
東
市
管

工
事
組
合
、
大
分
県
建
設
業
協
会
国
東
支
部
、

国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
、
九
州
救
助
犬
協

会
、
国
東
高
校
と
結
ん
で
い
ま
す
。
他
県
と

の
協
定
は
現
時
点
で
は
結
ん
で
い
ま
せ
ん
。

伊牟田　洋史 議員（創世会）

国東市防災計画の
　ダイジェスト版を作成しては

― 概要版にまとめるのは難しい ―

10国東市議会だより 32号11 国東市議会だより 32号

　
事
業
主
体
は
日
出
町
、
杵
築
市
、
国
東
市

な
ど
で
構
成
す
る
準
備
委
員
会
で
す
。
ペ
ト

ロ
カ
ス
イ
岐
部
記
念
公
園
か
ら
日
出
町
の
ト

ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
ま
で
の
約
１
１
１
km
の

コ
ー
ス
整
備
を
今
年
度
に
行
い
、
来
年
度
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

　「
ふ
る
さ
と
国
東
の
偉
人
伝
」
の
印
刷

製
本
費
で
販
売
単
価
は
。

　
一
般
販
売
用
２
、
０
０
０
冊
と
成
人
式
記

念
品
用
４
年
分
１
、
２
０
０
冊
を
作
製
し
、

１
冊
９
４
５
円
（
税
込
）
で
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
Ｐ
Ｒ
事
業
協
力
者
謝
金
の
内

訳
と
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
状
況
は
。

　
国
東
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上
と

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
謝
金

と
し
て
、
月
２
万
円
で
６
カ
月
分
の
12
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
オ
リ
ー
ブ
部
会
員
24
人
で
作
付
面
積

は
約
７
ha
、
本
年
度
の
収
穫
は
１
、
８
０
０

kg
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
風
景
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

創
設
事
業
補
助
金
の
主
体
は
ど
こ
か
。

　
世
界
農
業
遺
産
認
定
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
補
助
金
と
現
在
あ
る
商
品
券

の
違
い
は
。

　
現
行
商
品
券
は
割
引
率
５
％
、
今
回
の
は

10
％
で
す
。
現
行
は
１
枚
か
ら
購
入
可
能
で

す
が
、
今
回
の
は
22
枚
綴
り
の
１
冊
単
位
で

購
入
い
た
だ
き
ま
す
。
大
型
店
舗
（
売
り
場

面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
店
舗
）
で
利
用

で
き
る
枚
数
に
11
枚
の
制
限
を
設
け
ま
す
。

（
現
行
商
品
券
に
は
制
限
な
し
）。
１
世
帯
あ

た
り
の
購
入
制
限
は
現
行
が
１
０
０
万
円
、

今
回
の
は
５
万
円
で
す
。

　
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
の
予
備
費

（
支
出
）
が
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
緊
急

時
の
対
応
は
。

　
予
見
で
き
な
い
突
発
的
な
事
案
に
対
応
す

る
た
め
、
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
に
そ

れ
ぞ
れ
予
備
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ご
質

問
の
予
備
費
は
収
益
的
支
出
分
で
あ
り
、
機

器
の
故
障
な
ど
高
額
に
な
る
事
案
の
場
合
、

工
事
請
負
費
と
し
て
扱
う
た
め
、
資
本
的
支

出
の
予
備
費
で
対
応
し
ま
す
。

特
別
会
計
補
正
予
算

1冊945円（税込）で一般販売します

議案質疑

今年は多くの収穫が期待できるオリーブ
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議
員

　
平
成
23
年
６
月
27
日
に
制
定
し
た
国

東
市
防
災
計
画
は
６
１
２
ペ
ー
ジ
に
お

よ
び
膨
大
す
ぎ
る
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
作
成
し
て
は
。

総
務
課
長

　
地
域
防
災
計
画
は
地
震
津
波
対
策
編
、
風

水
害
対
策
編
、
資
料
編
か
ら
編
成
さ
れ
、
広

範
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
防
災
活
動
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
庁
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
周
知
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
防
災
訓
練
の
実
施
後
、
各
地
区
の
避

難
場
所
が
適
正
で
あ
る
か
の
検
討
会
は

な
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長

　
毎
年
４
月
に
は
各
区
長
さ
ん
方
に
避
難
場

所
の
安
全
性
な
ど
の
再
確
認
、
最
善
の
避
難

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
早
い
時
期
に
地
区
の
人
か

ら
の
意
見
、
要
望
を
聞
い
て
調
査
、
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
深
江
地
区
の
第
１
次
避
難
場
所
が
４
、

５
km
離
れ
て
い
る
富
来
地
区
公
民
館
で
あ

る
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

　
現
在
の
場
所
が
適
正
で
あ
る
か
な
ど
地
域

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
避
難
場
所
に
お
け
る
断
水
、
停
電
対

策
な
ど
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　
現
在
は
梅
園
の
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
あ
さ
ぎ
り
の
里
、
安
岐
総
合
支
所
に

自
家
発
電
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
く
に
み

苑
や
武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
照
明
程

度
の
発
電
設
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
広
域
に

わ
た
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
場
合

は
対
応
は
困
難
で
す
。

議
員

　
避
難
場
所
で
年
度
ご
と
に
モ
デ
ル
地

区
を
指
定
し
て
防
災
活
動
の
活
性
化
を

支
援
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
各
行
政
区
に
防
災
士
を
育
成
し
研
修
会
を

行
っ
た
り
、
大
分
県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
防
災
用
品
を
保
管
し
て
お
く
防
災
倉

庫
を
消
防
本
部
の
敷
地
内
に
建
設
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
非
常
用
備
蓄
品
の
保
管
に
つ
い
て
は
毛
布

は
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
、
食
料
品
や
飲
料

水
に
つ
い
て
は
武
蔵
総
合
支
所
の
旧
電
算
室

に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
災
害
対
策
本
部
の
場

所
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
は
ほ
か
の
市
町
村
と
の
間
に

災
害
相
互
応
援
協
定
な
ど
を
結
ん
で
い

る
の
か
。

総
務
課
長

　
電
力
に
関
す
る
協
定
は
九
州
電
力
、
救
援

物
資
の
提
供
は
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、

飲
料
水
は
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
、
ほ
か
国
東
市
管

工
事
組
合
、
大
分
県
建
設
業
協
会
国
東
支
部
、

国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
、
九
州
救
助
犬
協

会
、
国
東
高
校
と
結
ん
で
い
ま
す
。
他
県
と

の
協
定
は
現
時
点
で
は
結
ん
で
い
ま
せ
ん
。

伊牟田　洋史 議員（創世会）

国東市防災計画の
　ダイジェスト版を作成しては

― 概要版にまとめるのは難しい ―
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事
業
主
体
は
日
出
町
、
杵
築
市
、
国
東
市

な
ど
で
構
成
す
る
準
備
委
員
会
で
す
。
ペ
ト

ロ
カ
ス
イ
岐
部
記
念
公
園
か
ら
日
出
町
の
ト

ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
ま
で
の
約
１
１
１
km
の

コ
ー
ス
整
備
を
今
年
度
に
行
い
、
来
年
度
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

　「
ふ
る
さ
と
国
東
の
偉
人
伝
」
の
印
刷

製
本
費
で
販
売
単
価
は
。

　
一
般
販
売
用
２
、
０
０
０
冊
と
成
人
式
記

念
品
用
４
年
分
１
、
２
０
０
冊
を
作
製
し
、

１
冊
９
４
５
円
（
税
込
）
で
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
Ｐ
Ｒ
事
業
協
力
者
謝
金
の
内

訳
と
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
状
況
は
。

　
国
東
産
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上
と

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
謝
金

と
し
て
、
月
２
万
円
で
６
カ
月
分
の
12
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
オ
リ
ー
ブ
部
会
員
24
人
で
作
付
面
積

は
約
７
ha
、
本
年
度
の
収
穫
は
１
、
８
０
０

kg
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
風
景
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

創
設
事
業
補
助
金
の
主
体
は
ど
こ
か
。

　
世
界
農
業
遺
産
認
定
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
補
助
金
と
現
在
あ
る
商
品
券

の
違
い
は
。

　
現
行
商
品
券
は
割
引
率
５
％
、
今
回
の
は

10
％
で
す
。
現
行
は
１
枚
か
ら
購
入
可
能
で

す
が
、
今
回
の
は
22
枚
綴
り
の
１
冊
単
位
で

購
入
い
た
だ
き
ま
す
。
大
型
店
舗
（
売
り
場

面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
店
舗
）
で
利
用

で
き
る
枚
数
に
11
枚
の
制
限
を
設
け
ま
す
。

（
現
行
商
品
券
に
は
制
限
な
し
）。
１
世
帯
あ

た
り
の
購
入
制
限
は
現
行
が
１
０
０
万
円
、

今
回
の
は
５
万
円
で
す
。

　
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
の
予
備
費

（
支
出
）
が
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
緊
急

時
の
対
応
は
。

　
予
見
で
き
な
い
突
発
的
な
事
案
に
対
応
す

る
た
め
、
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
に
そ

れ
ぞ
れ
予
備
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ご
質

問
の
予
備
費
は
収
益
的
支
出
分
で
あ
り
、
機

器
の
故
障
な
ど
高
額
に
な
る
事
案
の
場
合
、

工
事
請
負
費
と
し
て
扱
う
た
め
、
資
本
的
支

出
の
予
備
費
で
対
応
し
ま
す
。

特
別
会
計
補
正
予
算

1冊945円（税込）で一般販売します

議案質疑

今年は多くの収穫が期待できるオリーブ
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議
員

　
過
去
に
発
生
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

事
故
状
況
は
。

総
務
課
長

　
過
去
５
年
間
に
国
見
町
内
の
ト
ン
ネ
ル
内

で
発
生
し
た
人
身
事
故
の
件
数
は
、
５
件
で

内
訳
は
国
見
ト
ン
ネ
ル
が
３
件
、
松
ヶ
尾
ト

ン
ネ
ル
が
１
件
、
妙
見
ト
ン
ネ
ル
が
１
件
で
、

死
亡
事
故
が
２
件
、
重
傷
事
故
が
１
件
、
軽

傷
事
故
が
１
件
で
す
。
事
故
の
発
生
時
間
帯

は
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
日
中

に
４
件
、
夕
方
６
時
過
ぎ
に
１
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
今
回
の
死
亡
事
故
を
受
け
て
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

各
関
係
機
関
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
請

を
し
て
き
た
か
。

総
務
課
長

　
９
月
２
日
に
国
東
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
を
緊
急
に
開
催
し
、
関
係
機
関
と
啓
発
活

動
な
ど
を
含
め
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
東
土
木
事
務
所
か
ら
昨
年
の
死
亡
事
故

発
生
後
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
末
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
見
通
し

を
良
く
す
る
た
め
、
高
圧
洗
浄
機
で
ト
ン
ネ

ル
側
壁
面
の
洗
浄
を
行
い
、
排
ガ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
付
着
し
た
す
す
な
ど
を
洗
い
流
す
作

業
を
実
施
し
、
11
月
中
旬
に
は
国
見
ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
部
に
ト
ン
ネ
ル
内
点
灯
の
標
識
を

設
置
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
は
、
各
ト
ン
ネ
ル
の

照
明
器
具
の
老
朽
化
の
状
況
に
よ
り
、
計
画

的
に
取
り
換
え
を
行
っ
て
お
り
、
国
見
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
照
明
器

具
を
取
り
換
え
る
予
定
を
１
年
前
倒
し
し

て
、
工
事
は
今
月
末
に
発
注
し
、
年
度
内
に

完
成
の
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、
今
後
と
も
国
見
ト
ン
ネ
ル

内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
防
止
に
向
け
て

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
先
日
、
国
東
土
木
事
務
所
、
国
東
警

察
署
な
ど
が
現
地
で
い
ろ
い
ろ
対
応
を

し
た
と
い
う
が
、
詳
細
な
内
容
と
、
ど

の
よ
う
な
要
請
を
し
た
の
か
。

副
市
長

　
事
故
が
あ
り
ま
し
た
次
の
日
に
、
土
木
事

務
所
、
警
察
署
に
出
向
き
ま
し
た
。
土
木
事

務
所
で
は
、
技
術
面
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
の
大

き
さ
を
変
え
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
検
討
が

で
き
な
い
か
お
願
い
し
ま
し
た
。
警
察
で
は

「
ト
ン
ネ
ル
内
　
事
故
が
発
生
」
と
い
う
看

板
の
設
置
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
今
後
、

会
議
や
実
際
の
動
き
の
中
で
事
故
の
抑
止
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国見トンネルの事故防止策は
― 交通事故再発防止に向け、　　　　　　

　　　　　　関係機関と協議 ―
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議
員

　
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
が
地
域

経
済
の
活
性
化
へ
の
近
道
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

産
業
創
出
課
長

　
農
林
水
産
業
の
振
興
と
産
品
の
高
付
加
価

値
化
を
図
る
た
め
、
ハ
マ
ノ
果
香
園
や
国
東

フ
ァ
ー
ム
、Ｊ
Ａ
な
ど
で
新
商
品
の
開
発
を

進
め
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
新
事
業
や
雇
用
の
創
出
、
所
得
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
福
岡
市
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
は
。

産
業
創
出
課
長

　
福
岡
市
で
の
九
州
内
各
自
治
体
の
店
舗
開

設
状
況
、
運
営
方
法
、
費
用
対
効
果
な
ど
を

調
査
、
研
究
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
特
産
品
の

販
路
拡
大
や
観
光
情
報
の
発
信
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
七
島

イ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

産
業
創
出
課
長

　
国
東
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
農
産
物
な
ど
へ
の

付
加
価
値
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
観
光
客
誘

致
な
ど
農
林
水
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
の
拡
大
、

観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
企
業
立
地
に
よ
り
多
く
の
民
間
ア
パ
ー

ト
が
建
設
さ
れ
、
従
業
員
の
住
宅
問
題
解

消
に
役
立
っ
て
き
た
が
、
進
出
企
業
の
業

績
悪
化
な
ど
に
よ
り
従
業
員
も
減
少
し
、

ア
パ
ー
ト
の
空
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
杵
築
市
で
の
給
湯
器
窃
盗
事
件

の
発
生
な
ど
、
今
後
犯
罪
の
温
床
に
な
る

の
で
は
と
心
配
す
る
が
、
老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
の
代
わ
り
に
空
き
ア
パ
ー
ト
を
使

用
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

　
既
存
の
民
間
住
宅
を
活
用
し
た
公
営
住
宅

は
、
応
募
率
の
高
い
都
市
部
で
は
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
市
営
住
宅
の
空

室
が
１
２
２
戸
も
あ
り
、
民
間
住
宅
の
公
営

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
市
外
か
ら
通
勤
す
る
市
職
員
に
市
内

の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
強
制
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
働
き
か
け
は
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
空
き
ア
パ
ー
ト
に
対
し
て
固
定
資
産

税
の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長

　
租
税
法
律
主
義
、
租
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
お
よ
び
条
例
な
ど
に
定
め
る
固
定
資
産

税
の
減
免
条
件
に
該
当
し
な
い
の
で
減
免
で

き
ま
せ
ん
。

森　正二 議員（市民クラブ）

６次産業化への取り組みは

― 農業への企業参入や誘致企業に期待 ―

国東市議会だより 32号

トンネルを通るときは必ずライトを点灯しましょう

市
内
民
間
ア
パ
ー
ト
の
空
室
対
策
は

七島イ工芸士が工芸品を開発中



一 /般 /質 /問 丸小野　宣康議員（新風会）

議
員

　
過
去
に
発
生
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

事
故
状
況
は
。

総
務
課
長

　
過
去
５
年
間
に
国
見
町
内
の
ト
ン
ネ
ル
内

で
発
生
し
た
人
身
事
故
の
件
数
は
、
５
件
で

内
訳
は
国
見
ト
ン
ネ
ル
が
３
件
、
松
ヶ
尾
ト

ン
ネ
ル
が
１
件
、
妙
見
ト
ン
ネ
ル
が
１
件
で
、

死
亡
事
故
が
２
件
、
重
傷
事
故
が
１
件
、
軽

傷
事
故
が
１
件
で
す
。
事
故
の
発
生
時
間
帯

は
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
日
中

に
４
件
、
夕
方
６
時
過
ぎ
に
１
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
今
回
の
死
亡
事
故
を
受
け
て
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

各
関
係
機
関
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
請

を
し
て
き
た
か
。

総
務
課
長

　
９
月
２
日
に
国
東
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
を
緊
急
に
開
催
し
、
関
係
機
関
と
啓
発
活

動
な
ど
を
含
め
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
東
土
木
事
務
所
か
ら
昨
年
の
死
亡
事
故

発
生
後
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
末
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
見
通
し

を
良
く
す
る
た
め
、
高
圧
洗
浄
機
で
ト
ン
ネ

ル
側
壁
面
の
洗
浄
を
行
い
、
排
ガ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
付
着
し
た
す
す
な
ど
を
洗
い
流
す
作

業
を
実
施
し
、
11
月
中
旬
に
は
国
見
ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
部
に
ト
ン
ネ
ル
内
点
灯
の
標
識
を

設
置
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
は
、
各
ト
ン
ネ
ル
の

照
明
器
具
の
老
朽
化
の
状
況
に
よ
り
、
計
画

的
に
取
り
換
え
を
行
っ
て
お
り
、
国
見
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
照
明
器

具
を
取
り
換
え
る
予
定
を
１
年
前
倒
し
し

て
、
工
事
は
今
月
末
に
発
注
し
、
年
度
内
に

完
成
の
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、
今
後
と
も
国
見
ト
ン
ネ
ル

内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
防
止
に
向
け
て

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
先
日
、
国
東
土
木
事
務
所
、
国
東
警

察
署
な
ど
が
現
地
で
い
ろ
い
ろ
対
応
を

し
た
と
い
う
が
、
詳
細
な
内
容
と
、
ど

の
よ
う
な
要
請
を
し
た
の
か
。

副
市
長

　
事
故
が
あ
り
ま
し
た
次
の
日
に
、
土
木
事

務
所
、
警
察
署
に
出
向
き
ま
し
た
。
土
木
事

務
所
で
は
、
技
術
面
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
の
大

き
さ
を
変
え
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
検
討
が

で
き
な
い
か
お
願
い
し
ま
し
た
。
警
察
で
は

「
ト
ン
ネ
ル
内
　
事
故
が
発
生
」
と
い
う
看

板
の
設
置
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
今
後
、

会
議
や
実
際
の
動
き
の
中
で
事
故
の
抑
止
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

国見トンネルの事故防止策は
― 交通事故再発防止に向け、　　　　　　

　　　　　　関係機関と協議 ―
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一 /般 /質 /問

議
員

　
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
が
地
域

経
済
の
活
性
化
へ
の
近
道
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

産
業
創
出
課
長

　
農
林
水
産
業
の
振
興
と
産
品
の
高
付
加
価

値
化
を
図
る
た
め
、
ハ
マ
ノ
果
香
園
や
国
東

フ
ァ
ー
ム
、Ｊ
Ａ
な
ど
で
新
商
品
の
開
発
を

進
め
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
新
事
業
や
雇
用
の
創
出
、
所
得
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
福
岡
市
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
は
。

産
業
創
出
課
長

　
福
岡
市
で
の
九
州
内
各
自
治
体
の
店
舗
開

設
状
況
、
運
営
方
法
、
費
用
対
効
果
な
ど
を

調
査
、
研
究
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
特
産
品
の

販
路
拡
大
や
観
光
情
報
の
発
信
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
七
島

イ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

産
業
創
出
課
長

　
国
東
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
農
産
物
な
ど
へ
の

付
加
価
値
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
観
光
客
誘

致
な
ど
農
林
水
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
の
拡
大
、

観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
企
業
立
地
に
よ
り
多
く
の
民
間
ア
パ
ー

ト
が
建
設
さ
れ
、
従
業
員
の
住
宅
問
題
解

消
に
役
立
っ
て
き
た
が
、
進
出
企
業
の
業

績
悪
化
な
ど
に
よ
り
従
業
員
も
減
少
し
、

ア
パ
ー
ト
の
空
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
杵
築
市
で
の
給
湯
器
窃
盗
事
件

の
発
生
な
ど
、
今
後
犯
罪
の
温
床
に
な
る

の
で
は
と
心
配
す
る
が
、
老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
の
代
わ
り
に
空
き
ア
パ
ー
ト
を
使

用
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

　
既
存
の
民
間
住
宅
を
活
用
し
た
公
営
住
宅

は
、
応
募
率
の
高
い
都
市
部
で
は
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
市
営
住
宅
の
空

室
が
１
２
２
戸
も
あ
り
、
民
間
住
宅
の
公
営

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
市
外
か
ら
通
勤
す
る
市
職
員
に
市
内

の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
職
員
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
強
制
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
働
き
か
け
は
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
空
き
ア
パ
ー
ト
に
対
し
て
固
定
資
産

税
の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長

　
租
税
法
律
主
義
、
租
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
お
よ
び
条
例
な
ど
に
定
め
る
固
定
資
産

税
の
減
免
条
件
に
該
当
し
な
い
の
で
減
免
で

き
ま
せ
ん
。

森　正二 議員（市民クラブ）

６次産業化への取り組みは

― 農業への企業参入や誘致企業に期待 ―

国東市議会だより 32号

トンネルを通るときは必ずライトを点灯しましょう

市
内
民
間
ア
パ
ー
ト
の
空
室
対
策
は

七島イ工芸士が工芸品を開発中



一 /般 /質 /問 宮永　英次議員（市民改革クラブ）

議
員

　
子
育
て
は
、
社
会
全
体
で
支
え
育
て

て
い
る
と
い
う
考
え
は
当
然
と
思
う
が
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長

　
学
校
教
育
現
場
で
は
、
教
職
員
だ
け
の
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
全
体
で
育
て
て
い

る
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
例
が
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
で
あ

り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
訪
問
す
る

学
校
公
開
日
、
学
校
評
議
委
員
制
度
な
ど
で

あ
り
、
そ
う
い
う
気
運
の
中
で
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。

議
員

　
学
校
給
食
無
償
化
に
向
け
て
、
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
。
憲
法

第
26
条
第
２
項
に
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を

無
償
と
す
る
」
と
あ
る
が
。

教
育
次
長

　「
学
校
給
食
法
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

て
、
学
校
給
食
に
必
要
な
施
設
お
よ
び
設
備
、

な
ら
び
に
運
営
す
る
人
件
費
な
ど
の
経
費
に

つ
い
て
は
設
置
者
、
つ
ま
り
国
東
市
が
負
担

し
、
そ
れ
以
外
の
食
材
費
な
ど
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
給
食
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
が
負
担
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
制
度
が
あ
り
、
生
活
が
厳
し

い
家
庭
に
は
、
給
食
費
を
含
め
義
務
教
育
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
経
費
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
負
担
軽
減
の

た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
道
州
制
に
つ
い
て
、
与
野
党
の
４
党

は
法
案
を
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
全
国
知
事
会
は
保

留
、
全
国
の
町
村
は
反
対
で
あ
る
が
市

長
の
考
え
は
。

市
長

　
地
元
大
分
合
同
新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
道
州
制
は
賛
成
」

と
答
え
ま
し
た
。
道
州
制
と
い
う
の
は
、
一

つ
は
中
央
集
権
が
地
方
分
権
化
の
観
点
か
ら

議
論
す
べ
き
話
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
降
の

世
界
列
強
に
対
抗
す
べ
く
強
力
な
中
央
集
権

に
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
地
域
は
地
域
で
経
営
し
、
地
域
の
個
性

に
あ
っ
た
行
政
を
行
い
、
色
々
な
問
題
に
迅

速
、
適
格
に
対
応
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
大
事
な
こ
と
は
、
権
限
の
十
分
な
委

譲
と
確
固
た
る
十
分
な
財
源
の
確
保
を
す
る

こ
と
を
主
と
し
た
回
答
を
し
ま
し
た
。

議
員

　
九
州
を
１
つ
と
考
え
た
場
合
、
福
岡

中
心
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　
福
岡
市
に
一
局
集
中
に
な
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

道
州
制
推
進
本
部
の
作
っ
た
案
、
骨
子
の
中

に
も
「
基
礎
自
治
体
の
役
割
も
財
源
も
ち
ゃ

ん
と
確
保
す
る
べ
き
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
観
光
行
政
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

給食無償化に向けた
サポーター制度の創設を
― 学校給食法の中で対応しているため　　　
　　　　　　　　　　　　考えていない ―

道
州
制
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は

農
業
公
社
が
合
併
し
て
半
年
、状
況
は

15 国東市議会だより 32号 14

一 /般 /質 /問

議
員

　
国
東
市
世
界
農
業
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
４
つ
の
部
会
の
活
動
は
。

政
策
企
画
課

　
県
と
６
市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
で
構
成

さ
れ
た
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
と
の
事
業
連
携
を
想
定
し

て
、
農
業
・
商
工
・
観
光
・
広
報
の
部
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
広
報
で
は
市
報
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
周
知

活
動
や
市
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

議
員

　
耕
作
放
棄
地
対
策
お
よ
び
中
山
間
地

域
直
接
支
払
事
業
の
推
進
は
。

農
政
課
長

　
集
落
営
農
の
推
進
や
担
い
手
の
育
成
、
各

種
制
度
の
活
用
を
推
進
し
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
世
界
農
業
遺
産
の
意
義
や
目
的
を
周
知

す
る
こ
と
で
耕
作
放
棄
地
解
消
の
意
識
向
上

に
努
め
ま
す
。
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

で
は
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
条
件
と
な
っ
て

い
る
た
め
池
、
用
水
路
の
維
持
管
理
や
修
繕
、

改
修
費
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

議
員

　
観
光
施
策
の
中
の
、
お
だ
や
か
博
と
は
。

商
工
観
光
課
長

　
世
界
農
業
遺
産
に
ち
な
ん
だ
企
画
も
数
多

く
あ
り
、
訪
れ
る
人
に
対
す
る
お
も
て
な
し

力
を
向
上
さ
せ
人
材
を
育
成
し
、
交
流
人
口

の
増
加
と
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

議
員

　
国
見
と
安
岐
の
公
社
が
合
併
し
て
「
公

益
社
団
法
人
国
東
市
農
業
公
社
」
に
な
っ

た
が
、
状
況
は
。

農
政
課
長

　
作
業
受
託
で
、
安
岐
・
国
見
間
で
人
事
交

流
の
実
施
に
よ
り
職
員
同
士
の
連
携
が
生
ま

れ
、
事
業
所
間
の
業
務
支
援
連
携
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
リ
タ
イ
ア
農
家
お
よ
び
兼
業
農
家
な
ど

の
小
規
模
農
家
か
ら
大
規
模
経
営
農
家
、
集

落
営
農
組
織
へ
の
農
地
の
集
積
を
推
進
し
、

農
地
の
団
地
化
、
集
約
化
に
よ
り
効
率
的
な

農
作
業
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

議
員

　
農
産
物
の
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

農
政
課
長

　
県
・
Ｊ
Ａ
・
市
と
連
携
し
て
市
の
特
産
品

と
な
る
農
作
物
の
試
作
を
行
い
、
市
が
推
奨

す
る
特
産
品
の
実
証
機
関
と
し
て
役
割
を
果

た
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
の
里
づ

く
り
に
向
け
た
苗
の
生
産
や
有
機
栽
培
の
指

導
も
計
画
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

木田　憲治 議員（新世会）

世界農業遺産の対応は

― 市独自の取り組みを検討、実施する ―

国東市議会だより 32号

おだやか博で竹の花器づくり



一 /般 /質 /問 宮永　英次議員（市民改革クラブ）

議
員

　
子
育
て
は
、
社
会
全
体
で
支
え
育
て

て
い
る
と
い
う
考
え
は
当
然
と
思
う
が
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長

　
学
校
教
育
現
場
で
は
、
教
職
員
だ
け
の
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
全
体
で
育
て
て
い

る
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
例
が
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
で
あ

り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
訪
問
す
る

学
校
公
開
日
、
学
校
評
議
委
員
制
度
な
ど
で

あ
り
、
そ
う
い
う
気
運
の
中
で
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。

議
員

　
学
校
給
食
無
償
化
に
向
け
て
、
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
。
憲
法

第
26
条
第
２
項
に
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を

無
償
と
す
る
」
と
あ
る
が
。

教
育
次
長

　「
学
校
給
食
法
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

て
、
学
校
給
食
に
必
要
な
施
設
お
よ
び
設
備
、

な
ら
び
に
運
営
す
る
人
件
費
な
ど
の
経
費
に

つ
い
て
は
設
置
者
、
つ
ま
り
国
東
市
が
負
担

し
、
そ
れ
以
外
の
食
材
費
な
ど
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
給
食
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
が
負
担
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
制
度
が
あ
り
、
生
活
が
厳
し

い
家
庭
に
は
、
給
食
費
を
含
め
義
務
教
育
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
経
費
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
負
担
軽
減
の

た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
道
州
制
に
つ
い
て
、
与
野
党
の
４
党

は
法
案
を
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
全
国
知
事
会
は
保

留
、
全
国
の
町
村
は
反
対
で
あ
る
が
市

長
の
考
え
は
。

市
長

　
地
元
大
分
合
同
新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
道
州
制
は
賛
成
」

と
答
え
ま
し
た
。
道
州
制
と
い
う
の
は
、
一

つ
は
中
央
集
権
が
地
方
分
権
化
の
観
点
か
ら

議
論
す
べ
き
話
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
降
の

世
界
列
強
に
対
抗
す
べ
く
強
力
な
中
央
集
権

に
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
地
域
は
地
域
で
経
営
し
、
地
域
の
個
性

に
あ
っ
た
行
政
を
行
い
、
色
々
な
問
題
に
迅

速
、
適
格
に
対
応
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
大
事
な
こ
と
は
、
権
限
の
十
分
な
委

譲
と
確
固
た
る
十
分
な
財
源
の
確
保
を
す
る

こ
と
を
主
と
し
た
回
答
を
し
ま
し
た
。

議
員

　
九
州
を
１
つ
と
考
え
た
場
合
、
福
岡

中
心
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　
福
岡
市
に
一
局
集
中
に
な
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

道
州
制
推
進
本
部
の
作
っ
た
案
、
骨
子
の
中

に
も
「
基
礎
自
治
体
の
役
割
も
財
源
も
ち
ゃ

ん
と
確
保
す
る
べ
き
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
観
光
行
政
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

給食無償化に向けた
サポーター制度の創設を
― 学校給食法の中で対応しているため　　　
　　　　　　　　　　　　考えていない ―

道
州
制
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は

農
業
公
社
が
合
併
し
て
半
年
、状
況
は
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議
員

　
国
東
市
世
界
農
業
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
４
つ
の
部
会
の
活
動
は
。

政
策
企
画
課

　
県
と
６
市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
で
構
成

さ
れ
た
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
と
の
事
業
連
携
を
想
定
し

て
、
農
業
・
商
工
・
観
光
・
広
報
の
部
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
広
報
で
は
市
報
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
周
知

活
動
や
市
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

議
員

　
耕
作
放
棄
地
対
策
お
よ
び
中
山
間
地

域
直
接
支
払
事
業
の
推
進
は
。

農
政
課
長

　
集
落
営
農
の
推
進
や
担
い
手
の
育
成
、
各

種
制
度
の
活
用
を
推
進
し
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
世
界
農
業
遺
産
の
意
義
や
目
的
を
周
知

す
る
こ
と
で
耕
作
放
棄
地
解
消
の
意
識
向
上

に
努
め
ま
す
。
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

で
は
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
条
件
と
な
っ
て

い
る
た
め
池
、
用
水
路
の
維
持
管
理
や
修
繕
、

改
修
費
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

議
員

　
観
光
施
策
の
中
の
、
お
だ
や
か
博
と
は
。

商
工
観
光
課
長

　
世
界
農
業
遺
産
に
ち
な
ん
だ
企
画
も
数
多

く
あ
り
、
訪
れ
る
人
に
対
す
る
お
も
て
な
し

力
を
向
上
さ
せ
人
材
を
育
成
し
、
交
流
人
口

の
増
加
と
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

議
員

　
国
見
と
安
岐
の
公
社
が
合
併
し
て
「
公

益
社
団
法
人
国
東
市
農
業
公
社
」
に
な
っ

た
が
、
状
況
は
。

農
政
課
長

　
作
業
受
託
で
、
安
岐
・
国
見
間
で
人
事
交

流
の
実
施
に
よ
り
職
員
同
士
の
連
携
が
生
ま

れ
、
事
業
所
間
の
業
務
支
援
連
携
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
リ
タ
イ
ア
農
家
お
よ
び
兼
業
農
家
な
ど

の
小
規
模
農
家
か
ら
大
規
模
経
営
農
家
、
集

落
営
農
組
織
へ
の
農
地
の
集
積
を
推
進
し
、

農
地
の
団
地
化
、
集
約
化
に
よ
り
効
率
的
な

農
作
業
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

議
員

　
農
産
物
の
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

農
政
課
長

　
県
・
Ｊ
Ａ
・
市
と
連
携
し
て
市
の
特
産
品

と
な
る
農
作
物
の
試
作
を
行
い
、
市
が
推
奨

す
る
特
産
品
の
実
証
機
関
と
し
て
役
割
を
果

た
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
の
里
づ

く
り
に
向
け
た
苗
の
生
産
や
有
機
栽
培
の
指

導
も
計
画
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

木田　憲治 議員（新世会）

世界農業遺産の対応は

― 市独自の取り組みを検討、実施する ―

国東市議会だより 32号
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一 /般 /質 /問

議
員

　
本
年
４
月
に
全
国
と
大
分
県
で
実
施

さ
れ
た
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　
１
つ
は
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
で
小

学
校
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、

も
う
１
つ
は
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
調
査
結
果
は
小
学
校
で
は
全
教
科
で

県
平
均
を
偏
差
値
で
上
回
り
ま
し
た
が
、
中

学
校
は
英
語
が
県
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

全
国
学
力
調
査
は
小
、
中
学
校
と
も
全
教
科

で
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
（１）
結
果
を
分
析
し
授

業
な
ど
に
生
か
す
、
（2）
個
別
指
導
の
充
実
、

（3）
練
習
問
題
の
作
成
、
（4）
授
業
力
の
向
上
、

（5）
家
庭
と
連
携
し
、
基
本
的
生
活
の
見
直
し

や
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
進
め
る
、
を
考
え

て
い
ま
す
。

議
員

　
学
力
向
上
の
た
め
、
特
に
暑
さ
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
設
置
に

よ
る
学
習
環
境
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長

　
学
力
と
環
境
は
綿
密
に
関
係
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
沖
縄
県
の
騒
音
、
鹿

児
島
県
の
降
灰
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
な
ど
は
例

外
的
に
設
置
。）
国
東
市
で
は
中
学
校
３
教
室
、

小
学
校
１
教
室
で
扇
風
機
で
の
効
果
の
検
証

を
し
て
お
り
、
有
効
と
の
報
告
が
あ
り
、
年

次
計
画
で
設
置
で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

議
員

　
報
道
に
つ
い
て
、
事
案
の
各
部
署
の

検
証
と
再
発
防
止
の
徹
底
は
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
議
会
へ
の
説
明
と
報
道

が
前
後
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
報
道
の

方
法
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

広
報
室
長

　
こ
れ
ま
で
は
各
課
で
取
り
組
ん
で
い
た
た

め
事
実
関
係
の
確
認
な
ど
で
議
会
の
説
明
と

報
道
が
前
後
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
一
元
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
管

理
職
全
員
に
周
知
し
ま
し
た
。

議
員

　
情
報
公
開
は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

問
題
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
処
理
を
し

て
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
報
道
の
仕
方
は
。

市
長

　
こ
れ
ま
で
は
各
課
で
対
応
し
て
い
た
が
、
今

後
は
広
報
室
で
統
一
的
な
取
り
扱
い
を
し
て
、

混
乱
の
無
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
具
体
的
な
も
の
は
。

広
報
室
長

　
事
案
が
発
生
し
た
時
に
は
担
当
課
が
市

長
・
副
市
長
に
報
告
し
、
記
者
会
見
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
広
報
室
と
秘
書
広

報
課
、
担
当
課
と
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
記
者
会
見
を
す
る
、
し
な
い
の
線
引

き
は
。

広
報
室
長

　
事
案
に
よ
り
一
概
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

明石　和久 議員（市民クラブ）

学力テストの結果と学力向上対策は
  　― 学校、家庭、地域、行政が
　　　　　　　　　一体となって取り組む ―

一 /般 /質 /問 木付　親次議員（新風会）

議
員

　
公
金
、
特
に
基
金
の
運
用
状
況
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

会
計
管
理
者

　
現
時
点
で
20
基
金
、
約
１
１
１
億
円
を
保

有
し
て
お
り
、
低
金
利
の
状
況
の
中
、
預
金

や
中
期
国
債
の
一
部
を
売
却
し
て
、
長
期
国

債
な
ど
に
入
れ
替
え
る
こ
と
で
収
益
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員

　
公
金
運
用
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

会
計
管
理
者

　
国
債
、
地
方
債
な
ど
、
日
本
の
公
共
団
体

が
発
行
す
る
債
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
満
期

ま
で
待
て
ば
確
実
に
元
本
と
利
息
が
償
還
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
信
用
リ
ス
ク
が
な
い
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員

　
公
営
企
業
の
債
券
な
ど
の
公
的
資
金

の
運
用
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
見

通
し
は
。

上
下
水
道
課
長

　
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
期
国

債
を
３
、
０
０
０
万
円
、
国
庫
短
期
証
券
を

１
、
０
０
０
万
円
購
入
し
て
お
り
、
定
期
預

金
と
し
て
２
、
０
０
０
万
円
を
預
金
し
、
資

金
運
用
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
務
長

　
市
民
病
院
の
公
金
運
用
は
定
期
、
投
資
預

金
と
し
て
３
億
５
、
０
０
０
万
円
、
流
動
資

産
の
現
金
預
金
と
し
て
８
億
４
、
５
０
０
万

ほ
ど
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
を
見
据
え
な
が
ら
公

金
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
梅
園
の
里
の
天
文
台
は
宿
泊
客
の
利

用
が
多
い
と
聞
い
た
が
、
宿
泊
客
以
外

で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　
近
隣
の
三
浦
梅
園
資
料

館
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
外
の
学
校

教
育
現
場
へ
宣
伝
す
る
と

と
も
に
、
流
星
群
観
察
会

の
開
催
や
天
文
愛
好
家
の

方
々
に
市
の
観
光
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
大
学
と
連
携
し
天
文
台
を
活
用
し
て

も
ら
え
ば
、
国
東
市
の
活
性
化
、
情
報

発
信
に
な
る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長

　
実
施
主
体
で
あ
り
ま
す
梅
園
の
里
と
協
議

し
て
、
今
後
ど
う
い
う
宣
伝
を
し
て
い
く
か

と
い
う
戦
略
を
組
み
立
て
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

公金の運用状況は
― 国債の入れ替えなどで収益の向上を図る ―

梅
園
の
里
の
天
文
台

大
学
な
ど
と
連
携
し
Ｐ
Ｒ
を
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梅園の里　天球館の望遠鏡

報
道
発
表
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は



一 /般 /質 /問

議
員

　
本
年
４
月
に
全
国
と
大
分
県
で
実
施

さ
れ
た
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　
１
つ
は
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
で
小

学
校
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、

も
う
１
つ
は
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
調
査
結
果
は
小
学
校
で
は
全
教
科
で

県
平
均
を
偏
差
値
で
上
回
り
ま
し
た
が
、
中

学
校
は
英
語
が
県
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

全
国
学
力
調
査
は
小
、
中
学
校
と
も
全
教
科

で
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
（１）
結
果
を
分
析
し
授

業
な
ど
に
生
か
す
、
（2）
個
別
指
導
の
充
実
、

（3）
練
習
問
題
の
作
成
、
（4）
授
業
力
の
向
上
、

（5）
家
庭
と
連
携
し
、
基
本
的
生
活
の
見
直
し

や
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
進
め
る
、
を
考
え

て
い
ま
す
。

議
員

　
学
力
向
上
の
た
め
、
特
に
暑
さ
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
設
置
に

よ
る
学
習
環
境
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長

　
学
力
と
環
境
は
綿
密
に
関
係
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
沖
縄
県
の
騒
音
、
鹿

児
島
県
の
降
灰
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
な
ど
は
例

外
的
に
設
置
。）
国
東
市
で
は
中
学
校
３
教
室
、

小
学
校
１
教
室
で
扇
風
機
で
の
効
果
の
検
証

を
し
て
お
り
、
有
効
と
の
報
告
が
あ
り
、
年

次
計
画
で
設
置
で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

議
員

　
報
道
に
つ
い
て
、
事
案
の
各
部
署
の

検
証
と
再
発
防
止
の
徹
底
は
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
議
会
へ
の
説
明
と
報
道

が
前
後
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
報
道
の

方
法
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

広
報
室
長

　
こ
れ
ま
で
は
各
課
で
取
り
組
ん
で
い
た
た

め
事
実
関
係
の
確
認
な
ど
で
議
会
の
説
明
と

報
道
が
前
後
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
一
元
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
管

理
職
全
員
に
周
知
し
ま
し
た
。

議
員

　
情
報
公
開
は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

問
題
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
処
理
を
し

て
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
報
道
の
仕
方
は
。

市
長

　
こ
れ
ま
で
は
各
課
で
対
応
し
て
い
た
が
、
今

後
は
広
報
室
で
統
一
的
な
取
り
扱
い
を
し
て
、

混
乱
の
無
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
具
体
的
な
も
の
は
。

広
報
室
長

　
事
案
が
発
生
し
た
時
に
は
担
当
課
が
市

長
・
副
市
長
に
報
告
し
、
記
者
会
見
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
広
報
室
と
秘
書
広

報
課
、
担
当
課
と
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
記
者
会
見
を
す
る
、
し
な
い
の
線
引

き
は
。

広
報
室
長

　
事
案
に
よ
り
一
概
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

明石　和久 議員（市民クラブ）

学力テストの結果と学力向上対策は
  　― 学校、家庭、地域、行政が
　　　　　　　　　一体となって取り組む ―

一 /般 /質 /問 木付　親次議員（新風会）

議
員

　
公
金
、
特
に
基
金
の
運
用
状
況
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

会
計
管
理
者

　
現
時
点
で
20
基
金
、
約
１
１
１
億
円
を
保

有
し
て
お
り
、
低
金
利
の
状
況
の
中
、
預
金

や
中
期
国
債
の
一
部
を
売
却
し
て
、
長
期
国

債
な
ど
に
入
れ
替
え
る
こ
と
で
収
益
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員

　
公
金
運
用
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

会
計
管
理
者

　
国
債
、
地
方
債
な
ど
、
日
本
の
公
共
団
体

が
発
行
す
る
債
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
満
期

ま
で
待
て
ば
確
実
に
元
本
と
利
息
が
償
還
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
信
用
リ
ス
ク
が
な
い
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員

　
公
営
企
業
の
債
券
な
ど
の
公
的
資
金

の
運
用
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
見

通
し
は
。

上
下
水
道
課
長

　
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
期
国

債
を
３
、
０
０
０
万
円
、
国
庫
短
期
証
券
を

１
、
０
０
０
万
円
購
入
し
て
お
り
、
定
期
預

金
と
し
て
２
、
０
０
０
万
円
を
預
金
し
、
資

金
運
用
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
務
長

　
市
民
病
院
の
公
金
運
用
は
定
期
、
投
資
預

金
と
し
て
３
億
５
、
０
０
０
万
円
、
流
動
資

産
の
現
金
預
金
と
し
て
８
億
４
、
５
０
０
万

ほ
ど
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
を
見
据
え
な
が
ら
公

金
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
梅
園
の
里
の
天
文
台
は
宿
泊
客
の
利

用
が
多
い
と
聞
い
た
が
、
宿
泊
客
以
外

で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　
近
隣
の
三
浦
梅
園
資
料

館
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
外
の
学
校

教
育
現
場
へ
宣
伝
す
る
と

と
も
に
、
流
星
群
観
察
会

の
開
催
や
天
文
愛
好
家
の

方
々
に
市
の
観
光
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
大
学
と
連
携
し
天
文
台
を
活
用
し
て

も
ら
え
ば
、
国
東
市
の
活
性
化
、
情
報

発
信
に
な
る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長

　
実
施
主
体
で
あ
り
ま
す
梅
園
の
里
と
協
議

し
て
、
今
後
ど
う
い
う
宣
伝
を
し
て
い
く
か

と
い
う
戦
略
を
組
み
立
て
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

公金の運用状況は
― 国債の入れ替えなどで収益の向上を図る ―

梅
園
の
里
の
天
文
台

大
学
な
ど
と
連
携
し
Ｐ
Ｒ
を
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報
道
発
表
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は



一 /般 /質 /問

議
員

　
ゴ
ミ
集
積
所
に
収
集
さ
れ
な
か
っ
た

ゴ
ミ
袋
が
残
り
大
変
困
っ
て
い
る
。
ゴ

ミ
袋
に
名
前
を
書
く
よ
う
に
義
務
づ
け

は
で
き
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー
が
守
れ
て
い
な
い
ゴ

ミ
は
、
不
備
を
指
摘
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張

り
収
集
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の

氏
名
明
記
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
氏
名
の
記
入
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
と
し
て
、
氏

名
明
記
に
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員

　
も
う
１
ラ
ン
ク
小
さ
い
ゴ
ミ
袋
は
作

れ
な
い
か
。
ゴ
ミ
袋
が
近
隣
の
市
町
村

と
比
べ
る
と
高
い
。

環
境
衛
生
課
長

　
ゴ
ミ
袋
の
サ
イ
ズ
は
、
他
の
自
治
体
の
状

況
を
見
て
検
討
し
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の
値
段
は

ゴ
ミ
処
理
費
用
か
ら
割
り
出
し
、
今
の
と
こ

ろ
ゴ
ミ
袋
の
値
段
の
見
直
し
な
ど
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

議
員

　
産
廃
以
外
は
受
け
付
け
て
い
た
金
物

以
外
の
粗
大
ゴ
ミ
を
回
収
で
き
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
鉄
く
ず
以
外
の
家
具
等
の
粗
大
ゴ
ミ
は
、

処
理
に
係
る
経
費
の
財
政
負
担
、
即
日
処
理

が
困
難
な
こ
と
や
事
業
所
の
持
ち
込
み
と
推

測
さ
れ
る
ご
み
の
増
加
か
ら
、
回
収
し
て
い

ま
せ
ん
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入

す
る
か
、
収
集
車
、
２
ト
ン
車
１
台
当
た
り

５
、
２
５
０
円
の
臨
時
収
集
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
今
回
の
決
算
書
で
、
古
紙
、
プ
レ
ス

商
品
、
粗
大
ゴ
ミ
で
１
、
９
７
４
万
円

の
収
益
が
あ
が
っ
て
い
る
。
古
紙
用
の

プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
の
老
朽
化
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
土
地
代
、
修
理
費
、

買
い
換
え
な
ど
の
助
成
や
補
填

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
古
紙
集
積
所
の
補
助
制
度
は
、
修

繕
費
の
半
額
、
最
高
５
万
円
ま
で
補

助
を
し
て
い
ま
す
。 

堀田　一則 議員（新風会）

ゴミ袋に氏名を記入しては

　― 地域のマナーとしての取り組みを ―

一 /般 /質 /問 吉田　眞津子議員（市民改革クラブ）

議
員

　
子
ど
も
た
ち
に
政
治
や
地
域
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
て
は
。

学
校
教
育
課
長

　
本
市
に
お
い
て
は
、
政
治
や
地
域
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
教
育
は
、
児
童
会
、
生
徒

会
活
動
、
社
会
科
の
授
業
や
総
合
的
な
学
習

の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の
小

中
学
校
は
児
童
・
生
徒
の
学
力
、
体
力
の
向

上
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う
学

習
内
容
、
授
業
実
数
の
増
加
に
よ
り
、
新
た

な
教
育
活
動
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
現
時
点
で
は
子
ど
も
議
会
の
実
施
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
国
東
市
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

数
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
基
準
日
は
平
成
24
年
３
月
末
で
、
４
、
６

３
６
世
帯
、
６
、
９
５
７
人
で
す
。

議
員

　
要
支
援
シ
ス
テ
ム
化
事
業
の
登
録
件

数
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
平
成
23
年
度
末
で
３
１
８
人
の
登
録
者
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
25
年
８
月
末
で
新
規
登

録
41
人
、
廃
止
50
人
で
、
９
月
１
日
現
在
３

０
９
人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
設
置
後
の
活

用
状
況
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
こ
の
情
報
キ
ッ
ト
の
目
的
は
、
急
病
な
ど

の
緊
急
時
に
備
え
、
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
用

紙
を
専
門
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
が

適
切
な
救
急
医
療
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。
平
成
23
年
度
末
で
は
、
６
、

９
１
０
人
が
利
用
し
て
お
り
、
24
年
度
末
ま

で
に
新
た
に
54
人
、
25
年
８
月
末
ま
で
に
は

新
た
に
59
人
の
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
要
援

護
者
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
、
ど
う
進

め
る
つ
も
り
か
。

福
祉
事
務
所
長

　
障
が
い
者
の
方
は
福
祉
事
務
所
、
高
齢
世

代
お
よ
び
妊
産
婦
の
方
は
市
民
健
康
課
、
要

介
護
で
介
護
度
３
以
上
の
方
は
介
護
保
険
課

で
シ
ス
テ
ム
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

要
援
護
者
名
簿
の
一
元
化
を
目
指
す
た
め

に
、
現
在
各
課
と
調
整
中
で
す
。

議
員

　
介
護
保
険
事
業
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
の
進
捗
状
況
、
運
営
は
。

介
護
保
険
課
長

　
現
時
点
の
組
織
化
状
況
は
１
１
１
カ
所
で

す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
の
役
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
な
ど
区
の
実
情
に
合
わ

せ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
開
催
に
つ

い
て
は
、
年
４
回
以
上
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

子ども議会の開催は

― 現時点での実施は考えていない ―

災
害
時
や
緊
急
時

支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
は

19 国東市議会だより 32号 18

緊急医療情報キット「あんしんバトン」

国東市議会だより 32号

ゴミ捨てはマナーを守って



一 /般 /質 /問

議
員

　
ゴ
ミ
集
積
所
に
収
集
さ
れ
な
か
っ
た

ゴ
ミ
袋
が
残
り
大
変
困
っ
て
い
る
。
ゴ

ミ
袋
に
名
前
を
書
く
よ
う
に
義
務
づ
け

は
で
き
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー
が
守
れ
て
い
な
い
ゴ

ミ
は
、
不
備
を
指
摘
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張

り
収
集
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の

氏
名
明
記
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
氏
名
の
記
入
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
と
し
て
、
氏

名
明
記
に
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
員

　
も
う
１
ラ
ン
ク
小
さ
い
ゴ
ミ
袋
は
作

れ
な
い
か
。
ゴ
ミ
袋
が
近
隣
の
市
町
村

と
比
べ
る
と
高
い
。

環
境
衛
生
課
長

　
ゴ
ミ
袋
の
サ
イ
ズ
は
、
他
の
自
治
体
の
状

況
を
見
て
検
討
し
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の
値
段
は

ゴ
ミ
処
理
費
用
か
ら
割
り
出
し
、
今
の
と
こ

ろ
ゴ
ミ
袋
の
値
段
の
見
直
し
な
ど
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

議
員

　
産
廃
以
外
は
受
け
付
け
て
い
た
金
物

以
外
の
粗
大
ゴ
ミ
を
回
収
で
き
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
鉄
く
ず
以
外
の
家
具
等
の
粗
大
ゴ
ミ
は
、

処
理
に
係
る
経
費
の
財
政
負
担
、
即
日
処
理

が
困
難
な
こ
と
や
事
業
所
の
持
ち
込
み
と
推

測
さ
れ
る
ご
み
の
増
加
か
ら
、
回
収
し
て
い

ま
せ
ん
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入

す
る
か
、
収
集
車
、
２
ト
ン
車
１
台
当
た
り

５
、
２
５
０
円
の
臨
時
収
集
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
今
回
の
決
算
書
で
、
古
紙
、
プ
レ
ス

商
品
、
粗
大
ゴ
ミ
で
１
、
９
７
４
万
円

の
収
益
が
あ
が
っ
て
い
る
。
古
紙
用
の

プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
の
老
朽
化
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
土
地
代
、
修
理
費
、

買
い
換
え
な
ど
の
助
成
や
補
填

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　
古
紙
集
積
所
の
補
助
制
度
は
、
修

繕
費
の
半
額
、
最
高
５
万
円
ま
で
補

助
を
し
て
い
ま
す
。 

堀田　一則 議員（新風会）

ゴミ袋に氏名を記入しては

　― 地域のマナーとしての取り組みを ―

一 /般 /質 /問 吉田　眞津子議員（市民改革クラブ）

議
員

　
子
ど
も
た
ち
に
政
治
や
地
域
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
て
は
。

学
校
教
育
課
長

　
本
市
に
お
い
て
は
、
政
治
や
地
域
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
教
育
は
、
児
童
会
、
生
徒

会
活
動
、
社
会
科
の
授
業
や
総
合
的
な
学
習

の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の
小

中
学
校
は
児
童
・
生
徒
の
学
力
、
体
力
の
向

上
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う
学

習
内
容
、
授
業
実
数
の
増
加
に
よ
り
、
新
た

な
教
育
活
動
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
現
時
点
で
は
子
ど
も
議
会
の
実
施
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
国
東
市
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者

数
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
基
準
日
は
平
成
24
年
３
月
末
で
、
４
、
６

３
６
世
帯
、
６
、
９
５
７
人
で
す
。

議
員

　
要
支
援
シ
ス
テ
ム
化
事
業
の
登
録
件

数
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
平
成
23
年
度
末
で
３
１
８
人
の
登
録
者
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
25
年
８
月
末
で
新
規
登

録
41
人
、
廃
止
50
人
で
、
９
月
１
日
現
在
３

０
９
人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
設
置
後
の
活

用
状
況
は
。

福
祉
事
務
所
長

　
こ
の
情
報
キ
ッ
ト
の
目
的
は
、
急
病
な
ど

の
緊
急
時
に
備
え
、
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
用

紙
を
専
門
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
が

適
切
な
救
急
医
療
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。
平
成
23
年
度
末
で
は
、
６
、

９
１
０
人
が
利
用
し
て
お
り
、
24
年
度
末
ま

で
に
新
た
に
54
人
、
25
年
８
月
末
ま
で
に
は

新
た
に
59
人
の
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
要
援

護
者
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
、
ど
う
進

め
る
つ
も
り
か
。

福
祉
事
務
所
長

　
障
が
い
者
の
方
は
福
祉
事
務
所
、
高
齢
世

代
お
よ
び
妊
産
婦
の
方
は
市
民
健
康
課
、
要

介
護
で
介
護
度
３
以
上
の
方
は
介
護
保
険
課

で
シ
ス
テ
ム
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

要
援
護
者
名
簿
の
一
元
化
を
目
指
す
た
め

に
、
現
在
各
課
と
調
整
中
で
す
。

議
員

　
介
護
保
険
事
業
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
の
進
捗
状
況
、
運
営
は
。

介
護
保
険
課
長

　
現
時
点
の
組
織
化
状
況
は
１
１
１
カ
所
で

す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
の
役
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
な
ど
区
の
実
情
に
合
わ

せ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
開
催
に
つ

い
て
は
、
年
４
回
以
上
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

子ども議会の開催は

― 現時点での実施は考えていない ―

災
害
時
や
緊
急
時

支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
は

19 国東市議会だより 32号 18

緊急医療情報キット「あんしんバトン」

国東市議会だより 32号

ゴミ捨てはマナーを守って
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専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
物品購入契約の締結について

●

●

報告
可決

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第３回臨時会（平成25年７月31日）

議案等議決結果一覧

【市長提出議案】

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く健全化判断比率の算定について
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く資金不足比率の算定について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
平成24年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市特定環境保全公共下水道事業歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について
国東市ふるさと応援基金条例の制定について
国東市一般職員の給与の特例に関する条例の全部改正について
国東市特別職等の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について
平成25年度国東市一般会計補正予算(第4号）
平成25年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第1号　介護サービス事業勘定第1号）
平成25年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第1号）
国東市税条例の一部改正について
国東市国民健康保険税条例の一部改正について
国東市附属機関設置条例の一部改正について
国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
新たに生じた土地の確認について
字の区域の変更について
物品購入契約の締結について
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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報告
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認定
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認定
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認定
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可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
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可決
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平成25年第３回定例会（平成25年8月30日～9月27日）

【市長提出議案】

市長の専決処分事項に関する条例の一部改正について
国東市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
地方税財源の充実確保を求める意見書案
「山の日」制定を求める意見書案
「森林吸収源対策及び地球温暖化に関する地方の財源確保」のための意見書案

●

●

●

●

●

可決
可決
可決
可決
可決

・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

【議員発議】

集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅持することを求める請願
今秋の消費税率引き上げを先送りすることを求める請願

●

●

継続審査
継続審査

・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・・・・　　

【請願】

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

　大
谷

　和
義

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
５
件
、
請
願
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
５
件
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
消
防
長
お
よ
び
関

係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は

な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
３
号
「
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
政
府
見
解
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
」
お
よ
び
請
願
第
４
号
「
今
秋
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
の
２
件
に
つ

い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。
両
案
件
と
も
、
現
在
、
国
に

お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
今
後
の
経
過

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
段
階
で
結
論
を
出
す

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
審
査
が
必
要

で
あ
る
と
の
事
で
、
い
ず
れ
も
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　木
付

　親
次

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
、
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に

審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
も
な

く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
議
案
第
67
号
「
平
成
25
年
度
国
東
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）」
の
関
係
の
部
分
の
中
で
、「
ふ
る
さ

と
国
東
の
偉
人
伝
（
普
及
版
）」
の
発
刊
に
あ
た
り
、

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
の

周
知
、
小
中
学
校
、
東
京
ふ
る
さ
と
国
東
市
会
、
学
校

同
窓
会
で
の
申
し
込
み
、
市
役
所
他
部
局
と
の
連
携
な

ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
国
東

の
偉
人
伝
」
の
感
想
文
や
感
想
画
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
す

る
よ
う
な
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　一
丸

　政
春

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
13
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
73
号
か
ら
議
案
第
77
号
ま
で
の
上
下
水
道
に

か
か
る
特
別
会
計
補
正
予
算
5
件
に
つ
い
て
で
す
が
、

確
定
し
た
繰
越
金
を
主
に
歳
出
の
予
備
費
に
計
上
し
て

い
ま
す
。
今
後
こ
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
検
討
を
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

　
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員

異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
委
員
会
報
告

9
月
定
例
会
委
員
会
報
告
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専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
物品購入契約の締結について
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●

報告
可決

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第３回臨時会（平成25年７月31日）

議案等議決結果一覧

【市長提出議案】

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く健全化判断比率の算定について
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く資金不足比率の算定について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
平成24年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市特定環境保全公共下水道事業歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成24年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について
国東市ふるさと応援基金条例の制定について
国東市一般職員の給与の特例に関する条例の全部改正について
国東市特別職等の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について
平成25年度国東市一般会計補正予算(第4号）
平成25年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第1号　介護サービス事業勘定第1号）
平成25年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第1号）
国東市税条例の一部改正について
国東市国民健康保険税条例の一部改正について
国東市附属機関設置条例の一部改正について
国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
新たに生じた土地の確認について
字の区域の変更について
物品購入契約の締結について
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平成25年第３回定例会（平成25年8月30日～9月27日）

【市長提出議案】

市長の専決処分事項に関する条例の一部改正について
国東市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
地方税財源の充実確保を求める意見書案
「山の日」制定を求める意見書案
「森林吸収源対策及び地球温暖化に関する地方の財源確保」のための意見書案

●

●

●

●
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可決
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可決
可決
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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【議員発議】

集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅持することを求める請願
今秋の消費税率引き上げを先送りすることを求める請願

●

●

継続審査
継続審査

・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・・・・　　

【請願】

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

　大
谷

　和
義

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
５
件
、
請
願
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
５
件
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
消
防
長
お
よ
び
関

係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は

な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
３
号
「
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
政
府
見
解
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
」
お
よ
び
請
願
第
４
号
「
今
秋
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
の
２
件
に
つ

い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。
両
案
件
と
も
、
現
在
、
国
に

お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
今
後
の
経
過

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
段
階
で
結
論
を
出
す

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
審
査
が
必
要

で
あ
る
と
の
事
で
、
い
ず
れ
も
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　木
付

　親
次

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
、
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
12
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に

審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
も
な

く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
議
案
第
67
号
「
平
成
25
年
度
国
東
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）」
の
関
係
の
部
分
の
中
で
、「
ふ
る
さ

と
国
東
の
偉
人
伝
（
普
及
版
）」
の
発
刊
に
あ
た
り
、

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
の

周
知
、
小
中
学
校
、
東
京
ふ
る
さ
と
国
東
市
会
、
学
校

同
窓
会
で
の
申
し
込
み
、
市
役
所
他
部
局
と
の
連
携
な

ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
国
東

の
偉
人
伝
」
の
感
想
文
や
感
想
画
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
す

る
よ
う
な
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　一
丸

　政
春

　
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
13
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
73
号
か
ら
議
案
第
77
号
ま
で
の
上
下
水
道
に

か
か
る
特
別
会
計
補
正
予
算
5
件
に
つ
い
て
で
す
が
、

確
定
し
た
繰
越
金
を
主
に
歳
出
の
予
備
費
に
計
上
し
て

い
ま
す
。
今
後
こ
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
検
討
を
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

　
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員

異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
委
員
会
報
告

9
月
定
例
会
委
員
会
報
告
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園庭をかけまわる、むさしこども園の園児 寺山大谷池パイプラインで説明を受ける

　９月12日にむさしこども園を、翌13日に伊美保
育園を訪問しました。それぞれの園の状況と取り
組み、防災避難の取り組みなどについて確認しま
した。

　員会での　動レポート委員会での活動レポート♪♪

 9/12・13　 市内保育園を訪問

　市内国東町岩戸寺の第２水源や文珠線改良工
事現場などを関係部署の課長らと現地確認しまし
た。また農政部門では、寺山大谷池パイプライン
や世界農業遺産で注目される綱井の美迫池など
を回り、担当職員から説明を受けました。

 
9/13

　 国東町内のため池など
　　 　  を現地確認

　北海道苫小牧市の『苫小牧市立病院の取り組み』、小
樽市の『アーティスト・バンク制度』について行政視察
を行いました。
　苫小牧市立病院は、東胆振・日高地区の中核病院で「地
域センター病院」として位置づけられており、ネットワー
クを構築して市内外の医療機関といつでも患者の診療内
容を情報共有し分担・協力して地域医療の連携を図って
います。
　経営面では、病院改革プランに基づき①診療報酬改定
に速やかに対応②収入増につながるところに資源投入③
必要な人材確保と処遇改善④後発医薬品の採用等コスト
を意識した医療提供⑤費用対効果の検証⑥価格交渉への
コンサル導入等の取り組みが行われ、その評価は、医療、
経済、学識経験者の８名で構成される「経営改革評価委
員会」がプランの進捗状況を年度ごとに行い、市報やホー
ムページ等で公表しています。
　課題としては、医師と看護師の確保のため、看護師確
保のため給与体系を国と同様にしていました。
　小樽市では、「小樽市文化芸術基本条例」を制定し、
多様な文化芸術に触れる機会と文化芸術活動者の育成を
目的とした「小樽市文化芸術審議会」が発足しアーティ
スト・バンク登録制度がスタートしました。平成 25 年

４月現在で 103 件が登録されており、市民からは、老
人介護施設などへの慰問や舞台音楽の編集、高文連の審
査委員、結婚式での公演依頼があります。
　なお、情報については、市ホームページを通じ発信さ
れていますが、小樽市は連絡や公演依頼などにも一切介
入せず情報管理のみに関わる状況でした。しかし、今後
の課題として、紙媒体での PR 等のインターネット以外
での周知方法について検討を要することが挙げられてい
ました。
　国東市も市民病院があり、文化芸術の盛んな市でもあ
ります。同じ問題を抱えていることから、「いかに地域
連携を図るか」を考え、視察での成果を今後の国東市政
に活かしていきたいと思います。

小樽市アーティストバンク制度の説明

行 政 視 察 レ ポ ー ト行 政 視 察 レ ポ ー ト

　後藤耕一郎議員（無会派）が平成25年８

月４日に逝去されました。享年71歳でした。

　平成３年から旧安岐町議会議員として活

躍。国東市議会議員となってからは、行財政

改革調査特別委員長、議会運営委員長を

歴任され、市政の発展に多大な貢献をされ

ました。

　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り

いたします。

訃報

人権問題について学ぶ

講演する藤村住職

　９月27日、豊後大野市から法壽山明尊寺住職、
藤村暢さんを講師に招き、「みんな同じいのちの重
さなのに」と題して講演いただきました。「差別と
はいのちの重さに差をつけること」「差別はする側
の気持ちから起こる」などの話
を身近にある人権問題と一緒
に考えました。

人権学習会を実施

昨年は２回戦で敗退。今年は３位！！

　９月８日、別府市野口原野球場で開催されまし
た。初戦、速見郡（日出町議会）には24－２で快勝。
続いて行われた県議会との対戦も４－３で勝ち進
みました。翌９日に行われた準決勝では、宇佐市議
会を相手に初回で３点リードするも、３回、４回で
逆転され、３－５で惜敗しました。現チームでの最
後の大会となった今試合。結果は３位でした。

第６６回 県民体育大会
議員ソフトボール

“さ吉くん”Tシャツでご利益を期待したが…。

　９月30日、国見町営ゲートボール場にて開催さ
れ、市議会からも１チーム参加しました。議員互助
会で揃えた「さ吉くん」Ｔシャツをユニホームとし、
試合に臨みましたが、２戦２敗。
　残暑厳しい日でしたがいい汗を
流し、参加者の皆さんと交流を
深めることができました。

議長杯ゲートボール大会

ふじ  むら とおる

文教厚生常任委員会 8／ 27～ 29
北海道苫小牧市・小樽市 委員長 木付　親次
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園庭をかけまわる、むさしこども園の園児 寺山大谷池パイプラインで説明を受ける

　９月12日にむさしこども園を、翌13日に伊美保
育園を訪問しました。それぞれの園の状況と取り
組み、防災避難の取り組みなどについて確認しま
した。

　員会での　動レポート委員会での活動レポート♪♪

 9/12・13　 市内保育園を訪問

　市内国東町岩戸寺の第２水源や文珠線改良工
事現場などを関係部署の課長らと現地確認しまし
た。また農政部門では、寺山大谷池パイプライン
や世界農業遺産で注目される綱井の美迫池など
を回り、担当職員から説明を受けました。

 
9/13

　 国東町内のため池など
　　 　  を現地確認

　北海道苫小牧市の『苫小牧市立病院の取り組み』、小
樽市の『アーティスト・バンク制度』について行政視察
を行いました。
　苫小牧市立病院は、東胆振・日高地区の中核病院で「地
域センター病院」として位置づけられており、ネットワー
クを構築して市内外の医療機関といつでも患者の診療内
容を情報共有し分担・協力して地域医療の連携を図って
います。
　経営面では、病院改革プランに基づき①診療報酬改定
に速やかに対応②収入増につながるところに資源投入③
必要な人材確保と処遇改善④後発医薬品の採用等コスト
を意識した医療提供⑤費用対効果の検証⑥価格交渉への
コンサル導入等の取り組みが行われ、その評価は、医療、
経済、学識経験者の８名で構成される「経営改革評価委
員会」がプランの進捗状況を年度ごとに行い、市報やホー
ムページ等で公表しています。
　課題としては、医師と看護師の確保のため、看護師確
保のため給与体系を国と同様にしていました。
　小樽市では、「小樽市文化芸術基本条例」を制定し、
多様な文化芸術に触れる機会と文化芸術活動者の育成を
目的とした「小樽市文化芸術審議会」が発足しアーティ
スト・バンク登録制度がスタートしました。平成 25 年

４月現在で 103 件が登録されており、市民からは、老
人介護施設などへの慰問や舞台音楽の編集、高文連の審
査委員、結婚式での公演依頼があります。
　なお、情報については、市ホームページを通じ発信さ
れていますが、小樽市は連絡や公演依頼などにも一切介
入せず情報管理のみに関わる状況でした。しかし、今後
の課題として、紙媒体での PR 等のインターネット以外
での周知方法について検討を要することが挙げられてい
ました。
　国東市も市民病院があり、文化芸術の盛んな市でもあ
ります。同じ問題を抱えていることから、「いかに地域
連携を図るか」を考え、視察での成果を今後の国東市政
に活かしていきたいと思います。

小樽市アーティストバンク制度の説明

行 政 視 察 レ ポ ー ト行 政 視 察 レ ポ ー ト

　後藤耕一郎議員（無会派）が平成25年８

月４日に逝去されました。享年71歳でした。

　平成３年から旧安岐町議会議員として活

躍。国東市議会議員となってからは、行財政

改革調査特別委員長、議会運営委員長を

歴任され、市政の発展に多大な貢献をされ

ました。

　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り

いたします。

訃報

人権問題について学ぶ

講演する藤村住職

　９月27日、豊後大野市から法壽山明尊寺住職、
藤村暢さんを講師に招き、「みんな同じいのちの重
さなのに」と題して講演いただきました。「差別と
はいのちの重さに差をつけること」「差別はする側
の気持ちから起こる」などの話
を身近にある人権問題と一緒
に考えました。

人権学習会を実施

昨年は２回戦で敗退。今年は３位！！

　９月８日、別府市野口原野球場で開催されまし
た。初戦、速見郡（日出町議会）には24－２で快勝。
続いて行われた県議会との対戦も４－３で勝ち進
みました。翌９日に行われた準決勝では、宇佐市議
会を相手に初回で３点リードするも、３回、４回で
逆転され、３－５で惜敗しました。現チームでの最
後の大会となった今試合。結果は３位でした。

第６６回 県民体育大会
議員ソフトボール

“さ吉くん”Tシャツでご利益を期待したが…。

　９月30日、国見町営ゲートボール場にて開催さ
れ、市議会からも１チーム参加しました。議員互助
会で揃えた「さ吉くん」Ｔシャツをユニホームとし、
試合に臨みましたが、２戦２敗。
　残暑厳しい日でしたがいい汗を
流し、参加者の皆さんと交流を
深めることができました。

議長杯ゲートボール大会

ふじ  むら とおる

文教厚生常任委員会 8／ 27～ 29
北海道苫小牧市・小樽市 委員長 木付　親次
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表紙の写真：九州瀬戸内高校駅伝でさわやかな汗
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平成２４年度決算を認定！
平成２５年第３回定例会〔９月定例会〕
決算特別委員会を設置、主な議案、議案質疑など

９人が市政を問う【一般質問】
文教厚生委 視察レポート
文教厚生委・産業建設委　市内視察

議会運営委員会
平成25年第３回臨時会
全員協議会
議会改革特別委員会

　
文教厚生常任委員会
議会運営委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
全国民間空港所在都市議会協議会実行運動（東京都）
文教厚生常任委員会行政視察（北海道）
議会運営委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
平成25年第３回定例会
　
議会運営委員会
議会広報編集特別委員会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会
全員協議会
議会改革特別委員会
決算特別委員会
文教厚生常任委員会
議会運営委員会
文教厚生常任委員会
人権学習会
議長杯　ゲートボール大会

　
議会改革特別委員会
三重県桑名市議会会派行政視察来庁
議会報告会（国見・武蔵）
大分県市議会議長会副議長研修会（佐伯市）
議会報告会（国東・安岐）
議会広報編集特別委員会
議会改革特別委員会行政視察（福島県）
九州市議会議長会理事会（沖縄県）
静岡県御殿場市議会会派行政視察来庁
議会運営委員会行政視察（三重県）
大分県市議会議長会議員研修会（大分市）
埼玉県東松山市議会会派行政視察来庁
全国民間空港所在都市議会協議会臨時総会（愛知県）

24日
31日

　
　８日
23日

　　　　　　
　　　27日～28日

27日～29日
　　　30日
　　　　　　
30日（～９月27日）

　
　６日

12日
　　　　　　　　　

13日
　　　　　　　　　　　　

　　　19日
　　　24日

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

24日～25日
　　　25日
　　　27日

　　　　　　　　　　　　
　　　
30日
　

　７日
９日

　　　　　　　　　　　　
10日

　　　11日
　　　15日
22日～23日
　　　23日

　　　28日～29日
　　　28日
　　　29日
30日～31日

次回定例会の
開催予定は 12月上旬です
傍聴を希望される方は、議会事務局までご連絡
ください。当日の受け付けも行っています。

　年末年始にかけてお歳暮や年賀状を出
す機会が多い季節ですが、議員が答礼とし
て直筆で出すこと以外は公職選挙法で禁止
されています。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

お歳暮 年賀状

国東市議会の
虚礼廃止にご協力を

大分空港で東北の選手を出迎える武蔵中の生徒


